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取り組みやすさに
配慮した選曲
YOASOBI 《群青》をはじめ、
時代を彩った歌 →P.12 や、

《いのちの歌》などの
小中学校で歌った曲を掲載
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は、

「 卒 業 後も手 元に残しておきたい教 科 書 」であることを

刊 行 以 来 のコンセプトにしています。

令 和 8 年 度から使用される新しい M O U S A 1 では、

音 楽 の 魅力を余 すところなく伝えつ つ、より身近な存 在となるよう、

主 体 的 、 多 面 的な学 びを意 識して編さんしました。
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 オノマトペによるアンサンブル《キッチン・ミーティング》

言
葉
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ム
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よ
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ボッボー

キュキュ

キュキュキュ
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ

ガチャガチャ

作品例

●試奏しながらグループ内で話し合っ
て修正し、よりよい作品に仕上げよう。

●録音して聴いたり、他のグループか
ら意見や感想を聞いたりしてもよい。

●出だしの合図を工夫したり、メトロ
ノームを用いたりするとよい。

●パートどうしの音量バランスやリズ
ムの引き継ぎなどにも注意しよう。

●発音や発声、アクセントや強弱の付
け方などにも着目して、テーマのイ
メージに合った表現を工夫しよう。

　
パート1    「カチャ」と「ガチャ」でそれぞれのアクセント（音の高低）を変

化させる。

パート2    「ザ」と「サ」は母音よりも子音を強調し、「ク」は無声音にする。
パート3    高い声で短くはっきりと発音する。
パート4    「ウー」はハミングのように鼻

び

腔
こう

の共鳴を意識しながら発音する。
パート5     「ポ（半濁音）」と「ボ（濁音）」の違いがはっきり分かるように発

音する。

※ アクセントについては、地域や個人の感じ方によって異なってもよい。

● グループで即興的に声を出し合いながら音の重なりによ
る響きのおもしろさを探り、表したい音楽のイメージを
膨らませる。

● 反復を用いると、一定のリズム・パターンが生まれる。
● 右の表のようにオノマトペのアクセント（音の高低）も考

える。
● リズムだけでなく、強弱やテンポなども変化させる。
● と 、音の上行と下行など、対照的な表現や構成を用

いる。

〈 工夫例 〉

テーマ：キッチン・ミーティング〈 例 〉
※ リズムやニュアンスによっては１マスに２文字以上の言葉を入れ

てもよい。また、休止（空欄）を使うのも効果的である。
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４〜５人ぐらいのグループをつくろう。原則として１人１パートを担当する。1

グループごとにテーマを決め、イメージに合ったオノマトペを考えたり、それを変化させた言葉を考えたりしよう。2

１拍を４分割した表を作り、パートごとに考えたオノマトペを反復、変化させてリズム・アンサンブルをつくろう。

　自分のパートだけでなく、他のパートとのリズムの組み合わせなどにも留意する。下のヒントも参考にしよう。
3

発音や発声などを工夫しよう。

　下の例のように工夫する点を挙げたり、表中に指示を書き込んだり
しておくとよい。

4

作品を発表しよう。

　互いの作品について意見を交換しよう。発表前の練習では、右のア
ドヴァイスも参考にしよう。
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●考えたオノマトペ 
パート1  「カチャカチャ」

パート2  「ザクザク」

パート3  「キュキュ」

パート4  「ウーン」

パート5  「ボッ」

●変化させたオノマトペ 
「ガチャガチャ」

「ザックザク、サクサク」

「キュキュキュ」

「ウー チーン」

「ポッ、ボッボー」

　「オノマトペ」とは、音や声などを描写した擬
ぎ

音
おん

語（トントン、ガリガリ など）と、様子や

心情などを描写した擬
ぎ

態
たい

語（ゆらゆら、きらきら など）の総称である。日本語は極めて豊富

なオノマトペをもつ言語であり、私たちは日常で多くのオノマトペをごく自然に用いている。

　ここでは、オノマトペのもつリズム感やアクセント（音の高低）などのおもしろさを生かし

たリズムをもとに、発音や発声、構成などを工夫し、声による表情豊かなリズム・アンサン

ブルをつくろう。

オノマトペでリズム・アンサンブルをつくろう 
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構 え 方 と 奏 法

人さし指　��　���� �中指　　小指　　小指　�小指絃
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カラクイ（糸巻き）
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※�勘所：左手で絃を押さえるときの正しい位置。「合
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」で表される。また、勘所は
「工

くん

工
くん

四
しー

」という三線の楽譜にもそのまま用いられる。

●爪の持ち方
⃝�爪の穴に右手の人さし指を入れて親指で支える。
残りの指は添えておく。

⃝�爪は、手首を上から下に向けて半円を描くよう
に滑らかに動かす。弾き終わった後に爪を跳ね
上げないよう注意する。

（女絃）

◉勘
かん

所
どころ

 

※ は曲によって「シ 」もしくは「シ」になる。

本調子

棹の先は左肩と同
じ高さまで上げる。

手のひらは棹に付
けないようにする。
人さし指、中指、
小指の第１関節を
曲げて、指の腹で
しっかりと勘所を
押さえる。

右足の付け根に
近いところに胴
をのせる。
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を伸ばす。
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◉勘所 男絃をラ（イ音）にした場合

本調子

オリジナルのコマーシャル・ソングとして制作され、2015年７月
に限定配信された。その後、12月に一般配信でリリースされた。

作詞を手がけた篠原誠は、クリエイティヴ・ディレクター、CMプランナー
として活躍している。作曲の島袋優は、沖縄県石垣島出身のグループ
「B

ビギン

EGIN」のメンバーである。
ここでは、曲の冒頭部分のみを取り上げている。
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海の声
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「沖縄（琉球）音階」を低い音から順に弾いて勘所を確認しよう。確認が
できたら、《島

しま

唄
うた

》のメロディーの演奏にも挑戦してみよう。
沖縄（琉球）音階 音階の起点となる音（四）をファ（へ音）にした場合

三線三線
さ ん し ん 三線は、中国から琉

りゅう

球
きゅう

に伝来したサンシエン（三弦）をルーツとした楽器である。棹
さお

は黒
こく

檀
たん

などの硬い木

でできており、漆
うるし

が塗ってある。棹の長さは75〜80㎝で、三
しゃ

味
み

線
せん

に比べて短く、胴にはニシキヘビの

皮が張られている。水牛の角などでできた爪（ばち）で絃
げん

をはじいて音を出す。

各 部 の 名 称

◉ちんだみ（調絃）

※�声の高さに合わせて基準となる
音を変える。

※�三線の一般的な調絃には、本調
子、二

に

揚
あげ

調、三
さん

下
さげ

調がある。
男絃

中絃

実音は１オクターヴ下

女絃

本調子

男絃をド（ハ音）にした場合

memo 親の教えの大切さを歌ったもので、沖縄県民謡の中でも広く知られている。memo
バンド「T

ザ

HE�B
ブーム

OOM」が1992年に発表したアルバム『思春期』に収録されている《島唄》は、93年にシングルCDとして発売され、100万枚を
超える大ヒットとなった。その後各国でカヴァーされ、民族や国境を越えて歌い継がれている。
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本調子、男絃をド（ハ音）にした場合
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曲名 作曲 曲態 ページ
O Waly Waly（The Water Is Wide） イングランド民謡 斉唱、独唱／伴奏 10

A
アヴェ

ve M
マリーア

aria 作曲者不詳 斉唱、独唱／伴奏 11

群
ぐん

青
じょう

Ayase 斉唱 12

翼をください 村井邦彦 同二 14

歩いて帰ろう 斉藤和義 斉唱 15

若者のすべて 志村正彦 斉唱 16

P
プリマス

lymouth R
ロック

ock M.ホーリフ ボディー・パーカッション 19

Clap, Tap with CUPS! リズム 20

残酷な天使のテーゼ 佐藤英敏 四声+ヴォイス・パーカッション 24

’O
オ

 s
ソーレ

ole m
ミオ

io（我が太陽） E.ディ・カープア 斉唱、独唱 28

C
カーロ

aro m
ミオ

io b
ベン

en（いとしの わがきみ） G.ジョルダーニ 斉唱、独唱／伴奏 30

ソルフェージュ 読譜、視唱、聴音 他 32

花 滝 廉太郎 同二 34

この道 山田耕筰 斉唱、独唱／伴奏 35

《この道》徹底調査！ 36

むこうむこう 中田喜直 斉唱、独唱／伴奏 38

小さな空 武満 徹 斉唱、独唱 40

夏の思い出 中田喜直 同二／伴奏 42

Michael, Row The Boat Ashore
（こげよ マイケル）

アフリカン・アメリカン・
スピリチュアル ウクレレ弾き歌い 45

真珠貝の歌 ハワイ民謡 ウクレレ弾き歌い 45

日曜日よりの使者 甲本ヒロト ギター弾き歌い 48

第三の男のテーマ A.カラス ギター三重奏 50

ミッション：インポッシブルのテーマ L.シフリン キーボード・アンサンブル 52

The First Noel（牧
まきびと

人ひつじを） イギリスのキャロル チャイム 55

H
ハイデンレースライン

eidenröslein（野ばら） F.シューベルト 斉唱、独唱／伴奏 58

S
ザー

ah e
アイン

in K
クナープ

nab e
アイン

in R
レースライン

öslein s
シュテーン

tehn
（野ばら）

F.レハール 斉唱、独唱／伴奏 59         

歓喜の歌 L.v.ベートーヴェン 斉唱、独唱／伴奏 60

W
ヴィーゲンリート

iegenlied（子守歌） J.ブラームス 斉唱、独唱／伴奏 61

天国と地獄 J.オッフェンバック リコーダー斉奏 64

C-a-f-f-e-e C.G.ヘリング リコーダー三輪 64

グリーンスリーヴス イングランド民謡 リコーダー二重奏 64

Castle On A Cloud C-M.シェーンベルク リコーダー二重奏+ギター 65

曲名 作曲 曲態 ページ
いのちの歌 村松崇継 同二、リコーダー二重奏 66

Do-Re-Mi R.ロジャーズ 同二 70

美女と野獣 A.メンケン 二重唱 72

ハバネラ G.ビゼー 斉唱、独唱 76

闘牛士の歌 G.ビゼー 斉唱、独唱 77

L
レ

es Cha
シャ

mp
ン

s-É
ゼリゼ

lysées（オー・シャンゼリゼ） M.ウィルシュ、M.ディガン 斉唱／伴奏 78

能《高
たか

砂
さご

》から 世阿弥 謡
うたい

（ツヨ吟） 86

能《羽
は

衣
ごろも

》から 作者不詳 謡（ヨワ吟） 87

たこ たこ あがれ わらべうた 篠
しの

笛
ぶえ 89

かごめ かごめ わらべうた 篠笛 89

子守歌 日本古謡 篠笛 89

お囃
はや

子
し

（《あんたがたどこさ》の旋律による） わらべうた 篠笛+長
なが

胴
どう

太鼓 89

海の声 島袋 優 三
さん

線
しん

弾き歌い 91

てぃんさぐぬ花 沖縄県民謡 三線弾き歌い 91

春よ来い 弘田龍太郎 三
しゃ

味
み

線
せん

弾き歌い 92

〈かわさき〉（郡
ぐ

上
じょう

踊
おどり

から） 岐阜県民謡 三味線弾き歌い 93

《さくら》変奏曲 日本古謡 箏
こと

94

〈一段〉（《三段の調
しらべ

》から） 久本玄智 箏 95

夕
ゆう

焼
やけ

小
こ

焼
やけ

 草川 信 斉唱 99

朧
おぼろ

月夜 岡野貞一 同二 99

紅
もみじ

葉 岡野貞一 同二 100

故
ふる

郷
さと

 岡野貞一 同三、混四 101

京
キョン

畿
ギ

道
ド

アリラン 朝鮮半島民謡 斉唱 105

美しいエンメンタール スイス民謡 斉唱 105

Twist And Shout B.ラッセル、P.メドレー バンド・アンサンブル 113

真
まっ

赤
か

な太陽 原 信夫 斉唱 118

クリスマス・イブ 山下達郎 斉唱 119

荒
あら

野
の

の果てに フランスのキャロル 同三 120

言わない 佐井孝彰 同三／伴奏 121

早春 信長貴富 混三／伴奏 124

懐
なつ

かしきケンタッキーの我が家
（My Old Kentucky Home, Good Night）

S.C.フォスター 混四ア・カペラ 128

いつか、海へ 三宅悠太 混四ア・カペラ 129

歌唱・器楽編 資料編

Ave Maria ▶P.11
’O sole mio ▶P.28
Caro mio ben ▶P.30
この道 ▶P.35
むこうむこう ▶P.38
小さな空 ▶P.40
Heidenröslein ▶P.58
Sah ein Knab ein Röslein stehn ▶P.59
歓喜の歌 ▶P.60
Wiegenlied ▶P.61
ハバネラ ▶P.76
闘牛士の歌 ▶P.77

歌曲 篠笛 ▶P.88
　たこ たこ あがれ／かごめ かごめ／
　子守歌／お囃子 ▶P.89
三線 ▶P.90
　海の声／てぃんさぐぬ花 ▶P.91
三味線 ▶P.92
　春よ来い ▶P.92
　〈かわさき〉 ▶P.93
箏 ▶P.94
　《さくら》変奏曲 ▶P.94
　〈一段〉 ▶P.95

和楽器

天国と地獄 ▶P.64
C-a-f-f-e-e ▶P.64
グリーンスリーヴス ▶P.64
Castle On A Cloud ▶P.65
いのちの歌 ▶P.66

リコーダー ▶P.62
Plymouth Rock ▶P.19
Clap, Tap with CUPS ! ▶P.20
ミッション：インポッシブルのテーマ ▶P.52
The First Noel ▶P.55
Castle On A Cloud  ▶P.65
お囃子 ▶P.89
Twist And Shout ▶P.113

アンサンブルMichael, Row The Boat Ashore ▶P.45
真珠貝の歌 ▶P.45

ウクレレ ▶P.44

京畿道アリラン ▶P.105
美しいエンメンタール ▶P.105

世界の諸民族の音楽
日曜日よりの使者 ▶P.48
第三の男のテーマ ▶P.50

ギター ▶P.46

残酷な天使のテーゼ ▶P.24
美女と野獣 ▶P.72

ヴォイス・アンサンブル

《高砂》 ▶P.86
《羽衣》 ▶P.87

謡

群青 ▶P.12
翼をください ▶P.14
歩いて帰ろう ▶P.15
若者のすべて ▶P.16
残酷な天使のテーゼ ▶P.24
いのちの歌 ▶P.66
Do-Re-Mi ▶P.70
美女と野獣 ▶P.72
Les Champs-Élysées ▶P.78
Twist And Shout ▶P.113
真赤な太陽 ▶P.118
クリスマス・イブ ▶P.119

ポピュラー・ソング
Invitation to Music! ▶P.2
Horn! 響きは時空を超えて ▶P.4
能舞台 ▶P.6

口絵

小説や漫画で描写される音楽 ▶P.17
音楽をつくる人、使う人、伝える人、楽しむ人 ▶P.27
カンツォーネ ▶P.28
音楽用語とイタリア語 ▶P.29
指揮にチャレンジ（EXERCISE １、２） ▶P.41
指揮にチャレンジ（EXERCISE ３） ▶P.42
ドイツ語に由来する言葉 ▶P.56

リート ▶P.61
舞台芸術 ▶P.68
ハバネラのリズム ▶P.77
作者について ▶P.100
音楽を織りなすさまざまな要素 ▶P.132
オーケストラを知ろう ▶P.148

そ
の
他

日本音楽の流れ ▶P.96
郷土の民謡と芸能 ▶P.102
What is JAZZ? ▶P.108
Rock History ▶P.110
歌謡曲からJ-POPへの100年 ▶P.116
西洋音楽の流れ ▶P.144
作曲家の年表と主な作品 ▶P.158

歴史
ボディー・パーカッションを楽しもう！ ▶P.18
Let’s Play the GUITAR 1 ▶P.49
Let’s Play the GUITAR 2 ▶P.51
チャイムでアンサンブルを楽しもう！ ▶P.54
リコーダーの運指表 ▶P.62
TAB（タブ）譜の読み方 ▶P.65
尺八について ▶P.85
バンド・アンサンブルに挑戦 ▶P.112
ギター／キーボード・コード表 ▶P.156

器楽

楽典 ▶P.150
西洋音楽の用語と記号 ▶P.153
コード・ネーム ▶P.154

楽典

響く歌声を目指そう！ ▶P.10
ヴォイス・パーカッション ▶P.26
イタリア語の歌を歌おう ▶P.29

《この道》徹底調査！ ▶P.36
日本語と旋律 ▶P.39

詩の心を大切に歌おう ▶P.39
日本語の歌詞の歌い方 ▶P.39
ドイツ語の歌を歌おう ▶P.56
フランス語の歌を歌おう ▶P.79
謡に親しもう ▶P.86

歌唱

歌 唱 ・ 器 楽 創 作

鑑 賞

創作１ オノマトペでリズム・アンサンブルをつくろう 22

創作２ 旋律の雰囲気を変化させよう 80

創作３ 演奏スタイルを変化させよう 81

創作４ 順次進行をもとにメロディーをつくろう 82

オペラ《カルメン》　ビゼー 74

日本の伝統音楽 84
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　【声による表現】　①アリラン／②オルティンドー／③女声合唱／
　④アーヴァーズ／⑤ヨーデル／⑥ゴスペル 
　【楽器による表現】　⑦アルフー（二胡）／⑧サウン・ガウ／⑨シタール／
　⑩ツィター／⑪バラライカ／⑫ウード／⑬ズルナ／⑭バグパイプ／
　⑮ケーン／⑯ケーナ／⑰ガムラン／⑱トーキング・ドラム／
　⑲バラフォン／⑳スティールパン 

What is JAZZ? 108

　スタンダード・ナンバーの《枯
かれ

葉
は

》を聴き比べよう 

Rock History 110

歌謡曲からJ-POPへの100年 116

西洋音楽    
●音楽の要素とイメージをつなげよう 133

組曲《動物の謝肉祭》　サン=サーンス 

●声楽とオーケストラによる響きや表現を味わおう 134

交響曲第９番 ニ短調 op.125《合唱付き》から第４楽章
ベートーヴェン 

●情景を描く音楽を味わおう 136

交響詩《ティル・オイレンシュピーゲルの愉快ないたずら》
R.シュトラウス 

●ピアノによるさまざまな表現効果を聴き取ろう 138

《平均律クラヴィーア曲集》第１巻から 
　第１番 ハ長調 BWV846〈プレリュードとフーガ〉　J.S.バッハ
ピアノ・ソナタ第8番 イ短調 K.310　W.A.モーツァルト 
ピアノ・ソナタ第23番 へ短調 op.57《熱情》　ベートーヴェン 

《練習曲集》op.10から第5番 変ト長調〈黒鍵〉　ショパン 
《パガニーニ大練習曲》から第３曲〈ラ・カンパネッラ〉　リスト 
《幻想的小品集》op.3から第2曲〈前奏曲〉　ラフマニノフ 
プリペアド・ピアノのための《ソナタとインターリュード》　ケージ 

映画音楽を聴こう 140

     映画『ハリー・ポッターと賢者の石』　J.ウィリアムズ
 

クローズ・アップ・マエストロ 
W.A.モーツァルト 141

交響曲第25番 ト短調 K.183から第１楽章 
ヴァイオリン協奏曲第５番 イ長調 K.219《トルコ風》から第３楽章 
セレナード 変ロ長調 K.361《グラン・パルティータ》から第３楽章 
 オペラ《フィガロの結婚》 K.492 第２幕から 
　三重唱〈スザンナ、出て来なさい〉 

C O N T E N T S M O U S A 1

ジャンル別MAP

翼をください ▶P.14
花 ▶P.34
夏の思い出 ▶P.42
いのちの歌 ▶P.66
Do-Re-Mi ▶P.70
朧月夜 ▶P.99
紅葉 ▶P.100
故郷 ▶P.101
荒野の果てに ▶P.120
言わない ▶P.121
早春 ▶P.124
懐かしきケンタッキーの我が家 ▶P.128
いつか、 海へ ▶P.129

合唱曲

ソルフェージュ
分割されたリズムを打つ練習 ▶P.14
リズムを正確に打つ練習 ▶P.18
ソルフェージュ ▶P.32

曲名 作曲 曲態 ページ
O Waly Waly（The Water Is Wide） イングランド民謡 斉唱、独唱／伴奏 10

A
アヴェ

ve M
マリーア

aria 作曲者不詳 斉唱、独唱／伴奏 11

群
ぐん

青
じょう

Ayase 斉唱 12

翼をください 村井邦彦 同二 14

歩いて帰ろう 斉藤和義 斉唱 15

若者のすべて 志村正彦 斉唱 16

P
プリマス

lymouth R
ロック

ock M.ホーリフ ボディー・パーカッション 19

Clap, Tap with CUPS! リズム 20

残酷な天使のテーゼ 佐藤英敏 四声+ヴォイス・パーカッション 24

’O
オ

 s
ソーレ

ole m
ミオ

io（我が太陽） E.ディ・カープア 斉唱、独唱 28

C
カーロ

aro m
ミオ

io b
ベン

en（いとしの わがきみ） G.ジョルダーニ 斉唱、独唱／伴奏 30

ソルフェージュ 読譜、視唱、聴音 他 32

花 滝 廉太郎 同二 34

この道 山田耕筰 斉唱、独唱／伴奏 35

《この道》徹底調査！ 36

むこうむこう 中田喜直 斉唱、独唱／伴奏 38

小さな空 武満 徹 斉唱、独唱 40

夏の思い出 中田喜直 同二／伴奏 42

Michael, Row The Boat Ashore
（こげよ マイケル）

アフリカン・アメリカン・
スピリチュアル ウクレレ弾き歌い 45

真珠貝の歌 ハワイ民謡 ウクレレ弾き歌い 45

日曜日よりの使者 甲本ヒロト ギター弾き歌い 48

第三の男のテーマ A.カラス ギター三重奏 50

ミッション：インポッシブルのテーマ L.シフリン キーボード・アンサンブル 52

The First Noel（牧
まきびと

人ひつじを） イギリスのキャロル チャイム 55

H
ハイデンレースライン

eidenröslein（野ばら） F.シューベルト 斉唱、独唱／伴奏 58
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シュテーン
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（野ばら）

F.レハール 斉唱、独唱／伴奏 59         

歓喜の歌 L.v.ベートーヴェン 斉唱、独唱／伴奏 60

W
ヴィーゲンリート

iegenlied（子守歌） J.ブラームス 斉唱、独唱／伴奏 61

天国と地獄 J.オッフェンバック リコーダー斉奏 64

C-a-f-f-e-e C.G.ヘリング リコーダー三輪 64

グリーンスリーヴス イングランド民謡 リコーダー二重奏 64

Castle On A Cloud C-M.シェーンベルク リコーダー二重奏+ギター 65

曲名 作曲 曲態 ページ
いのちの歌 村松崇継 同二、リコーダー二重奏 66

Do-Re-Mi R.ロジャーズ 同二 70

美女と野獣 A.メンケン 二重唱 72

ハバネラ G.ビゼー 斉唱、独唱 76

闘牛士の歌 G.ビゼー 斉唱、独唱 77
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レ
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lysées（オー・シャンゼリゼ） M.ウィルシュ、M.ディガン 斉唱／伴奏 78
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》から 世阿弥 謡
うたい

（ツヨ吟） 86
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は
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》から 作者不詳 謡（ヨワ吟） 87

たこ たこ あがれ わらべうた 篠
しの

笛
ぶえ 89

かごめ かごめ わらべうた 篠笛 89

子守歌 日本古謡 篠笛 89

お囃
はや

子
し

（《あんたがたどこさ》の旋律による） わらべうた 篠笛+長
なが

胴
どう

太鼓 89

海の声 島袋 優 三
さん

線
しん

弾き歌い 91

てぃんさぐぬ花 沖縄県民謡 三線弾き歌い 91

春よ来い 弘田龍太郎 三
しゃ

味
み

線
せん

弾き歌い 92

〈かわさき〉（郡
ぐ

上
じょう

踊
おどり

から） 岐阜県民謡 三味線弾き歌い 93

《さくら》変奏曲 日本古謡 箏
こと

94

〈一段〉（《三段の調
しらべ

》から） 久本玄智 箏 95

夕
ゆう

焼
やけ

小
こ

焼
やけ

 草川 信 斉唱 99

朧
おぼろ

月夜 岡野貞一 同二 99

紅
もみじ

葉 岡野貞一 同二 100

故
ふる

郷
さと

 岡野貞一 同三、混四 101

京
キョン

畿
ギ

道
ド

アリラン 朝鮮半島民謡 斉唱 105

美しいエンメンタール スイス民謡 斉唱 105

Twist And Shout B.ラッセル、P.メドレー バンド・アンサンブル 113

真
まっ

赤
か

な太陽 原 信夫 斉唱 118

クリスマス・イブ 山下達郎 斉唱 119

荒
あら

野
の

の果てに フランスのキャロル 同三 120

言わない 佐井孝彰 同三／伴奏 121

早春 信長貴富 混三／伴奏 124

懐
なつ

かしきケンタッキーの我が家
（My Old Kentucky Home, Good Night）

S.C.フォスター 混四ア・カペラ 128

いつか、海へ 三宅悠太 混四ア・カペラ 129
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Wiegenlied ▶P.61
ハバネラ ▶P.76
闘牛士の歌 ▶P.77

歌曲 篠笛 ▶P.88
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ミッション：インポッシブルのテーマ ▶P.52
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謡
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Invitation to Music! ▶P.2
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口絵

小説や漫画で描写される音楽 ▶P.17
音楽をつくる人、使う人、伝える人、楽しむ人 ▶P.27
カンツォーネ ▶P.28
音楽用語とイタリア語 ▶P.29
指揮にチャレンジ（EXERCISE １、２） ▶P.41
指揮にチャレンジ（EXERCISE ３） ▶P.42
ドイツ語に由来する言葉 ▶P.56

リート ▶P.61
舞台芸術 ▶P.68
ハバネラのリズム ▶P.77
作者について ▶P.100
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TAB（タブ）譜の読み方 ▶P.65
尺八について ▶P.85
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ギター／キーボード・コード表 ▶P.156
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楽典 ▶P.150
西洋音楽の用語と記号 ▶P.153
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響く歌声を目指そう！ ▶P.10
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創作３ 演奏スタイルを変化させよう 81
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　【声による表現】　①アリラン／②オルティンドー／③女声合唱／
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ジャンル別MAP

翼をください ▶P.14
花 ▶P.34
夏の思い出 ▶P.42
いのちの歌 ▶P.66
Do-Re-Mi ▶P.70
朧月夜 ▶P.99
紅葉 ▶P.100
故郷 ▶P.101
荒野の果てに ▶P.120
言わない ▶P.121
早春 ▶P.124
懐かしきケンタッキーの我が家 ▶P.128
いつか、 海へ ▶P.129

合唱曲

ソルフェージュ
分割されたリズムを打つ練習 ▶P.14
リズムを正確に打つ練習 ▶P.18
ソルフェージュ ▶P.32

曲名 作曲 曲態 ページ
O Waly Waly（The Water Is Wide） イングランド民謡 斉唱、独唱／伴奏 10

A
アヴェ
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マリーア

aria 作曲者不詳 斉唱、独唱／伴奏 11

群
ぐん

青
じょう

Ayase 斉唱 12

翼をください 村井邦彦 同二 14

歩いて帰ろう 斉藤和義 斉唱 15

若者のすべて 志村正彦 斉唱 16

P
プリマス

lymouth R
ロック

ock M.ホーリフ ボディー・パーカッション 19

Clap, Tap with CUPS! リズム 20
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ソルフェージュ 読譜、視唱、聴音 他 32
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Michael, Row The Boat Ashore
（こげよ マイケル）
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口絵
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花 ▶P.34
夏の思い出 ▶P.42
いのちの歌 ▶P.66
Do-Re-Mi ▶P.70
朧月夜 ▶P.99
紅葉 ▶P.100
故郷 ▶P.101
荒野の果てに ▶P.120
言わない ▶P.121
早春 ▶P.124
懐かしきケンタッキーの我が家 ▶P.128
いつか、 海へ ▶P.129

合唱曲

ソルフェージュ
分割されたリズムを打つ練習 ▶P.14
リズムを正確に打つ練習 ▶P.18
ソルフェージュ ▶P.32

3

（教科書P.90・91）

（教科書P.22・23）

　「ジャンル別MAP」を示すことで、生徒が幅広く音楽と関わることができるよう、
また、多様な状況に対応できるよう配慮しています。

（教科書P.8・9 ジャンル別MAP）

丁寧な
学習プロセスの
提示！

●生徒が達成感を得られる内容
　これまでの個々の音楽経験に関係なく、全
ての生徒が「楽譜を読めるようになった」「楽器
を演奏できるようになった」と実感できるよう、
段階を踏んで取り組める内容になっています。

授業スタイルに合わせて選曲できる！
●さまざまなジャンルから教材性の高い曲を厳選

特 徴
1

どの教材も
扱いやすい！

●�生徒に日々接している先生方の�
実践的なアイディアを具現化

　MOUSA1に掲載している歌唱や器楽の全
ての教材については、著者と編集部が試演を
重ね、音域や演奏のしやすさなどを検討しま
した。また、創作では、生徒が取り組みやす
いよう手順を示しています。

特 徴
2

特 徴
3
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について考えてみよう。
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リ
ズ
ム
の
特
徴
を
理
解
し
、
曲
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
工
夫
し
よ
う

1971年に５人組のフォーク・グループ「赤い鳥」によってリリースされた曲。多くのアーティストがカヴァーしている他、合唱曲としても幅
広い世代に親しまれている。作詞者の山上路夫（1936〜　）が最初につくった詩は『希望』というタイトルで、それに作曲者の村井邦彦（1945
〜　）が曲を付けた。しかし曲のすばらしさに詩が負けていると感じ、詩を書き直したという。

い
ま
私
の
願
い
ご
と
が

か
な
う
な
ら
ば
　翼
が
ほ
し
い

こ
の
背
中
に
　鳥
の
よ
う
に

白
い
翼
　つ
け
て
下
さ
い

こ
の
大
空
に
　翼
を
ひ
ろ
げ

飛
ん
で
行ゆ

き
た
い
よ

悲
し
み
の
な
い
　自
由
な
空
へ

翼
は
た
め
か
せ

　行
き
た
い

い
ま
富
と
か
名
誉
な
ら
ば

い
ら
な
い
け
ど

　翼
が
ほ
し
い

子
ど
も
の
時

　夢
見
た
こ
と

今
も
同
じ

　夢
に
見
て
い
る

こ
の
大
空
に

　翼
を
ひ
ろ
げ

飛
ん
で
行
き
た
い
よ

悲
し
み
の
な
い

　自
由
な
空
へ

翼
は
た
め
か
せ

　行
き
た
い

翼をください
 山

やま

上
がみ

路
みち

夫
お

 作詞／村
むら

井
い

邦
くに

彦
ひこ

 作曲／加
か

賀
が

清
きよ

孝
たか

 採譜・編曲

memo

「３連符」や右ページで説明している「シンコペーション」のリズムの感覚をつ
かむために、次の譜例を打ってみよう。１〜８のリズムを通して打てるよう

になったら、順番を入れ替えて打とう。また、各自１つずつリズムを選び、順に続けて打とう。

�《翼をください》には４分音符を３等分した�「３連符」が用い
られている。右の譜例のように３連符を用いない場合と比
べてどのような違いがあるか考えてみよう。

二次元
コードが
入ります

ピ
ア
ノ
伴
奏

分割されたリズムを打つ練習

14

手
拍
子
や
足
踏
み
の
仕
方
に
よ
っ
て
音
色
が
異
な
る
こ
と
に
気
付
き
、
そ
れ
を
生
か
し
た
演
奏
を
し
よ
う

強弱記号の書かれていない部分についても強弱の変化を考える。

強弱に合わせて手拍子の打ち方や足踏みの仕方を考える。

�各パートのリズムの特徴を感じ取り、目立たせて演奏するリズ
ムと、逆に目立たせないように演奏するリズムを決め、抑揚を
付ける。

の手拍子 の足踏みの手拍子 の足踏み

　《Plymouth�Rock》は手拍子と足踏みだけで演奏する曲である。パートの役割を考えながら、手拍子や足踏みを工夫して演
奏しよう。

❶�全員がⅠとⅡの両方のパートを演奏できるようになったら、グループに分かれ、どのように工夫したらより楽しいアンサン
ブルになるのかアイディアを出し合って練習しよう。
❷グループ練習をするときには、 〜 の中から部分的に取り出して合わせるなど、練習方法を工夫しよう。
❸よりよい演奏を目指して、試奏しながらグループ内で話し合おう。
❹各グループの表現の工夫に注目しながら、互いのアンサンブルを聴き合おう。

拍を感じながらリズムを打とう。その際、休符が短くならないように注意しよう。

�手拍子や足踏み以外のボディー・
パーカッション（指鳴らしや膝

ひざ

打ち
など）も取り入れる。

�《Plymouth�Rock》に合うような曲
の音源を持ち寄り、それに合わせて
演奏する。

演 奏 の 工 夫

例 1

例 3

例 2
例 4

例 5

ボ ディー・パ ーカッション を 楽 しもう！

リズムを正確に打つ練習

①

②

③

④

⑤

ボ
デ
ィ
ー
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
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4

新しい 改訂のポイントは

読譜が苦手であっても、まずはリズムから親しめるよう、リズムを意識できるような問いや教材を教科書の前半に掲
載しました。

教材に関連したソルフェージュ課題を取り上げ、スモール・ステップで効果的な学習を促します。

スモール・ステップを意識した構成

コミュニケーション力2
学びに向かう力3

�生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と幅広く関わ

る資質・能力の育成と、基礎的・基本的な知識及び技

能の習得を目指します。
分かる・できる

改訂の
ポイント

1

現 行 M O U S A 1 における改 訂 の ポイントを引き継ぎ、
さらに充 実した学習を促 すよう工 夫しました。

リズムを意識できるような問いを設置。
「考えてみよう！」コーナーについてはP.9で詳しく
解説しています。

（教科書P.13）

（教科書P.14）

（教科書P.18）

分かる・できる1



譜例1

第1弦

第6弦

第１弦
第２弦
第３弦
第４弦
第５弦
第６弦

実音は１オクターヴ下

この譜表が「TAB（タブ）譜」であることを示す

弦
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
、
左
手
を
ス
ム
ー
ズ
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
演
奏
し
よ
う

楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
、
奏
法
に
よ
っ
て
音
色
や
響
き
、
表
情
な
ど
の
違
い
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
よ
う

姿 勢 と 構 え 方

　ギターはクラシック・ギター（→P.51）、フォーク・

ギター、エレキ（エレクトリック）・ギター

（→P.112）に大きく分けることができる。形状

は似ているが、フォーク・ギターはクラシック・

ギターに比べてボディーが少し大きく、共鳴し

やすくなっている。ここではフォーク・ギター

を取り上げる。

　チューナーを使って各開放弦の音を合わせる方法の他、まず第５弦の開放弦の音をピアノで合わせ、その音を基準に残りの

弦を順に合わせていく方法などもある。いずれの場合も、ペッグを回して音高を調節する。その際、合わせたい音よりも音が

高い場合は、いったんその音よりも低くしてから少しずつ上げていくとよい。

第１弦（ミ）Ｅ
第２弦（シ）Ｂ
第３弦（ソ）Ｇ
第４弦（レ）Ｄ
第５弦（ラ）Ａ
第６弦（ミ）Ｅ

フレット番号　1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8

Ａ

Ｅ

Ｃ

Ｇ

Ｄ

Ａ

Ｆ

Ｃ

G#/Ab

D#/Eb

A#/Bb

Ｆ

F#/Gb

C#/Db

A

Ｅ

Ｂ

F#/Gb

Ｇ

Ｄ

A#/Bi

Ｆ

Ｃ

Ｇ

A#/Bb

F

C#/Db

G#/Ab

D#/Eb

A#/Bb

B

F#/Gb

D

A

E

B

C

G

D#/Eb

A#/Bb

F

C

G#/Ab

D#/Eb

Ｂ

F#/Gb

C#/Db

G#/Ab

第１弦（ミ）E

第２弦（シ）B

第３弦（ソ）G

第４弦（レ）D

第５弦（ラ）A

第６弦（ミ）E

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
6弦5弦4弦

※アルファベットは英語音
名を、（　）内はハ長調の
階名を示す。

開放弦の音

1弦2弦3弦

フレット番号

各 部 の 名 称

チ ュ ー ニ ン グ

椅
い

子
す

に浅く腰掛け
て背

せ

筋
すじ

を伸ばす。
肘
ひじ

を軽く曲げて、
ボディーにのせる。伸ばした親指の先と曲げた人さし指の

側面で、ピックを挟むように持ち、弦
に対して直角に当てる。

人さし指の爪の部分を
弦に当てる。

右足の付け根にボディーのくぼみをのせる。その際、
サウンド・ホールが上を向かないようにする。

左手の親指の付
け根と人さし指
でネックを挟み、
指と指を密着さ
せるようにする。

弦を押さえると
きは、指を立て
てフレットのす
ぐ近くを押さえ
る。

楽器が安定し
ない場合は、
足を組んでも
よい。

フィンガー・ボードと音の関係 ※�第１〜５弦の開放弦の音と□で囲んだ音は
同じ音高である。

ボディ
ー（胴）

ペッグ
（糸

いと

巻
まき

）

ネック
（棹
さお ）

ナット

フレット

フィンガー・ボード
（指

し

板
ばん

）

サウンド・ホール

ピック・ガード

ブリッジ（駒
こま

）

１
フ
レ
ッ
ト

２
フ
レ
ッ
ト

「アップ・ストローク」（→P.49）も加えて、 譜例2 を下の２つのリズムに変えて演奏しよう。

弦を弾かずに空振りする

８分音符を示す

：アップ・ストローク

１.�右図のⒶに示したように弦を押さえ（下の写真参照）、「ダウン・
ストローク」（→P.49）で、 譜例1 のリズムを演奏しよう。

２.�次にⒷ、Ⓒに示したように弦を押さえ、同様に演奏しよう。
３.� 譜例2 のように、１小節ずつ左手をスライドさせて演奏しよう。

そのとき、指を弦からあまり離さないように注意しよう。

譜例2

左手

：ダウン・ストローク

４分音符を示す

第１弦
第２弦
第３弦
第４弦
第５弦
第６弦

Ⓐ ⒸⒷ

①…人さし指　②…中指　③…薬指

下図のように弦を押さえ、STEP�1と同様に演奏しよう。

左手

Ⓐ ⒸⒷ

①…人さし指　②…中指　③…薬指

　右の譜例を低い音から順に弾いて左手
のポジションを確認しよう。ポジション
を覚えたら、〈木星〉のメロディーを低い
音域、高い音域の順に演奏してみよう。

ギ
タ
ー

ギターの直接の起源と考えられるものが初めて記録に登場するのは13世紀のことである。現在みられ

るクラシック・ギターは、19世紀末にスペインのギター製作家が改良を試みたものである。20世紀に入

るとさまざまな種類のギターが作られ、ジャズやロックなど幅広いジャンルで用いられるようになった。
ギターギター

G u i t a r

ヘッド

◉ピックで弾く場合

◉指で弾く場合

STEP 1

STEP 2

� 　　　　　リズムを変えて演奏しよう。チャレンジ

弦 を 押 さ え た 指 を ス ラ イ ド さ せ て 演 奏 し よ う

Twist And Shout 113ページLet’s Play the GUITAR 2 51ページLet’s Play the GUITAR 1 49ページウクレレ44ページ

左 手 の ポ ジ シ ョ ン 確 認

グスターヴ・ホルスト�作曲木星 （管弦楽組曲《惑星》から）
TAB（タブ）譜の読み方 65ページ
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譜例1

第1弦

第6弦

第１弦
第２弦
第３弦
第４弦
第５弦
第６弦

実音は１オクターヴ下

この譜表が「TAB（タブ）譜」であることを示す

弦
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
、
左
手
を
ス
ム
ー
ズ
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
演
奏
し
よ
う

楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
、
奏
法
に
よ
っ
て
音
色
や
響
き
、
表
情
な
ど
の
違
い
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
よ
う

姿 勢 と 構 え 方

　ギターはクラシック・ギター（→P.51）、フォーク・

ギター、エレキ（エレクトリック）・ギター

（→P.112）に大きく分けることができる。形状

は似ているが、フォーク・ギターはクラシック・

ギターに比べてボディーが少し大きく、共鳴し

やすくなっている。ここではフォーク・ギター

を取り上げる。

　チューナーを使って各開放弦の音を合わせる方法の他、まず第５弦の開放弦の音をピアノで合わせ、その音を基準に残りの

弦を順に合わせていく方法などもある。いずれの場合も、ペッグを回して音高を調節する。その際、合わせたい音よりも音が

高い場合は、いったんその音よりも低くしてから少しずつ上げていくとよい。

第１弦（ミ）Ｅ
第２弦（シ）Ｂ
第３弦（ソ）Ｇ
第４弦（レ）Ｄ
第５弦（ラ）Ａ
第６弦（ミ）Ｅ

フレット番号　1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8

Ａ

Ｅ

Ｃ

Ｇ

Ｄ

Ａ

Ｆ

Ｃ

G#/Ab

D#/Eb

A#/Bb

Ｆ

F#/Gb

C#/Db

A

Ｅ

Ｂ

F#/Gb

Ｇ

Ｄ

A#/Bi

Ｆ

Ｃ

Ｇ

A#/Bb

F

C#/Db

G#/Ab

D#/Eb

A#/Bb

B

F#/Gb

D

A

E

B

C

G

D#/Eb

A#/Bb

F

C

G#/Ab

D#/Eb

Ｂ

F#/Gb

C#/Db

G#/Ab

第１弦（ミ）E

第２弦（シ）B

第３弦（ソ）G

第４弦（レ）D

第５弦（ラ）A

第６弦（ミ）E

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
6弦5弦4弦

※アルファベットは英語音
名を、（　）内はハ長調の
階名を示す。

開放弦の音

1弦2弦3弦

フレット番号

各 部 の 名 称

チ ュ ー ニ ン グ

椅
い

子
す

に浅く腰掛け
て背

せ

筋
すじ

を伸ばす。
肘
ひじ

を軽く曲げて、
ボディーにのせる。伸ばした親指の先と曲げた人さし指の

側面で、ピックを挟むように持ち、弦
に対して直角に当てる。

人さし指の爪の部分を
弦に当てる。

右足の付け根にボディーのくぼみをのせる。その際、
サウンド・ホールが上を向かないようにする。

左手の親指の付
け根と人さし指
でネックを挟み、
指と指を密着さ
せるようにする。

弦を押さえると
きは、指を立て
てフレットのす
ぐ近くを押さえ
る。

楽器が安定し
ない場合は、
足を組んでも
よい。

フィンガー・ボードと音の関係 ※�第１〜５弦の開放弦の音と□で囲んだ音は
同じ音高である。

ボディ
ー（胴）

ペッグ
（糸
いと

巻
まき

）

ネック
（棹
さお ）

ナット

フレット

フィンガー・ボード
（指

し

板
ばん

）

サウンド・ホール

ピック・ガード

ブリッジ（駒
こま

）

１
フ
レ
ッ
ト

２
フ
レ
ッ
ト

「アップ・ストローク」（→P.49）も加えて、 譜例2 を下の２つのリズムに変えて演奏しよう。

弦を弾かずに空振りする

８分音符を示す

：アップ・ストローク

１.�右図のⒶに示したように弦を押さえ（下の写真参照）、「ダウン・
ストローク」（→P.49）で、 譜例1 のリズムを演奏しよう。

２.�次にⒷ、Ⓒに示したように弦を押さえ、同様に演奏しよう。
３.� 譜例2 のように、１小節ずつ左手をスライドさせて演奏しよう。

そのとき、指を弦からあまり離さないように注意しよう。

譜例2

左手

：ダウン・ストローク

４分音符を示す

第１弦
第２弦
第３弦
第４弦
第５弦
第６弦

Ⓐ ⒸⒷ

①…人さし指　②…中指　③…薬指

下図のように弦を押さえ、STEP�1と同様に演奏しよう。

左手

Ⓐ ⒸⒷ

①…人さし指　②…中指　③…薬指

　右の譜例を低い音から順に弾いて左手
のポジションを確認しよう。ポジション
を覚えたら、〈木星〉のメロディーを低い
音域、高い音域の順に演奏してみよう。

ギ
タ
ー

ギターの直接の起源と考えられるものが初めて記録に登場するのは13世紀のことである。現在みられ

るクラシック・ギターは、19世紀末にスペインのギター製作家が改良を試みたものである。20世紀に入

るとさまざまな種類のギターが作られ、ジャズやロックなど幅広いジャンルで用いられるようになった。
ギターギター

G u i t a r

ヘッド

◉ピックで弾く場合

◉指で弾く場合

STEP 1

STEP 2

� 　　　　　リズムを変えて演奏しよう。チャレンジ

弦 を 押 さ え た 指 を ス ラ イ ド さ せ て 演 奏 し よ う

Twist And Shout 113ページLet’s Play the GUITAR 2 51ページLet’s Play the GUITAR 1 49ページウクレレ44ページ

左 手 の ポ ジ シ ョ ン 確 認

グスターヴ・ホルスト�作曲木星 （管弦楽組曲《惑星》から）
TAB（タブ）譜の読み方 65ページ
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5

（教科書P.46・47）

左手でいきなり複数の弦を押さえるのではなく、
まずは１音ずつフレットの位置を確認します。

弦を押さえた左手
の指をそのままス
ライドさせてスト
ロークで演奏する
ことで、簡単にギ
ターの演奏を体験
できます。

�生徒が達成感を1つずつ積み重ねていけるように工夫しました。

スモール・ステップを意識した紙面

準備段階では生徒がよく知っている楽曲《木星》を取り上げました。
和楽器の三線を扱ったページ（教科書P.90・91）も同様に、「勘所」を確認するステップとして
生徒がよく知る《島唄》を掲載しました。

ストロークで演奏
する前に1ステップ

取り組みやすく、かつ、生徒がよく知っている楽曲を増やしました。一例として、「小学生の音楽6」に掲載されている《い
のちの歌》を、MOUSA1（教科書P.66・67）ではリコーダーの教材として取り上げました。歌詞を載せて、二部合唱とし
ても使用できるようになっており、「授業の始めに二部合唱できる簡単な曲が欲しい」という声にも対応しています。

取り組みやすさに配慮した選曲



各
パ
ー
ト
の
役
割
を
理
解
し
、
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
ヴ
ォ
イ
ス・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
し
よ
う

残酷な天使のテーゼ
 及
おい

川
かわ

眠
ね

子
こ

 作詞／佐
さ

藤
とう

英
ひで

敏
とし

 作曲／アベタカヒロ 編曲

 1995年から1996年に放映されたテレビ・アニメーション『新世紀エヴァンゲリオン』の主題歌。JASRAC賞金賞受賞、有料音楽配信100万
ダウンロード（ミリオン）認定の他、通信カラオケでは「過去30年で最も歌われた楽曲」の首位となるなど、アニメソングの枠を超えた高い
人気を誇っている。

memo

N
ノン

on C
コード

hord(N.C.)：コードなしで
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手拍子

足踏み

※楽譜には、 〜 の他、足踏みがしやすいようにL（左）とR（右）を記している。

ニューヨーク出身の演奏家ホーリフ（1948〜　）が作曲したボディー・パーカッションによる二重奏曲。彼は演奏家として活動する傍
かたわ

ら、
作曲や音楽専門誌への記事の執筆なども行い、幅広く活躍している。

P
プリマス

lymouth R
ロック

ock
マレイ・ホーリフ 作曲

memo

リ
ズ
ム
の
重
な
り
合
い
を
意
識
し
、
音
色
や
強
弱
を
工
夫
し
て
演
奏
し
よ
う
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ヴ
ォ
イ
ス
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

◉それぞれの楽器の音の出し方と発音の例

　パーカッションのさまざまな音を、楽器を使わずに声と息だけで表現することを「ヴォイス・パーカッション」という。本来
はマイクを使用し、マイクに息を吹き当てるようにしてドラムスの音を出すが、ここではマイクを使わない方法を説明する。

いずれの音も、少し隙
すき

間
ま

を開けた握り拳
こぶし

を口に軽く当てて発音する。

ドラムス 112ページ

  ハイハット・シンバル   ……「ツ」「チ」という感じの音を舌先に近い部分で鋭く発音する。

  バス・ドラム   ……唇
くちびる

はしっかり閉じて横に引き、すいかの種を

１粒だけ遠くへ飛ばすイメージで息を鋭く出し、すぐに唇を閉じ

る。「ドゥ」「ド」という感じの深く低い音を息に加える。

ヴォイス・パーカッション

  タムタム     フロア・タム   ……バス・

ドラムと同じ要領で唇を閉じ、「トゥン」

という感じの音を少し長い息に加える。

３種類ぐらいの音高を使い分ける。

  クラッシュ・シンバル   ……ハイハット・

シンバルの音を長くのばす。「ツー」「チー」

という感じの発音になる。

  スネア・ドラム   ……「タ」「パ」とい

う感じの音を舌先に近い部分で鋭く

発音する。
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手
拍
子
や
足
踏
み
の
仕
方
に
よ
っ
て
音
色
が
異
な
る
こ
と
に
気
付
き
、
そ
れ
を
生
か
し
た
演
奏
を
し
よ
う

強弱記号の書かれていない部分についても強弱の変化を考える。

強弱に合わせて手拍子の打ち方や足踏みの仕方を考える。

�各パートのリズムの特徴を感じ取り、目立たせて演奏するリズ
ムと、逆に目立たせないように演奏するリズムを決め、抑揚を
付ける。

の手拍子 の足踏みの手拍子 の足踏み

　《Plymouth�Rock》は手拍子と足踏みだけで演奏する曲である。パートの役割を考えながら、手拍子や足踏みを工夫して演
奏しよう。

❶�全員がⅠとⅡの両方のパートを演奏できるようになったら、グループに分かれ、どのように工夫したらより楽しいアンサン
ブルになるのかアイディアを出し合って練習しよう。
❷グループ練習をするときには、 〜 の中から部分的に取り出して合わせるなど、練習方法を工夫しよう。
❸よりよい演奏を目指して、試奏しながらグループ内で話し合おう。
❹各グループの表現の工夫に注目しながら、互いのアンサンブルを聴き合おう。

拍を感じながらリズムを打とう。その際、休符が短くならないように注意しよう。

�手拍子や足踏み以外のボディー・
パーカッション（指鳴らしや膝

ひざ

打ち
など）も取り入れる。

�《Plymouth�Rock》に合うような曲
の音源を持ち寄り、それに合わせて
演奏する。

演 奏 の 工 夫

例 1

例 3

例 2
例 4

例 5

ボ ディー・パ ーカッション を 楽 しもう！

リズムを正確に打つ練習

①

②

③

④

⑤

ボ
デ
ィ
ー
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

18

6

（教科書P.18・19）

ボディー・パーカッションは楽器を用いないため、無理なく取り組むことができます。

個々の創造性を育むとともに、グループ活動によって協働しながら
	 主体的に取り組むことができる教材

アベタカヒロ氏によりヴォイス・アンサンブル用に編曲された《残酷な天使のテーゼ》を
新たに掲載しました。

より楽しく、気軽にグループ活動に取り組めるアンサンブル教材を掲載

（教科書P.24 〜 26）

「主体的・対話的で深い学び」を実現し、

思考力、判断力、表現力等を育てます。コミュニケーション力
改訂の
ポイント

2

ヴォイス・パーカッションの
演奏例を動画で確認できます。

ヴォイパの
コツについて説明

強弱や音色の
工夫について説明



身
近
な
も
の
を
使
っ
て
リ
ズ
ム
を
演
奏
し
よ
う

　身近にあるコップ（紙製もしくはプラスチック製）を使い、

手拍子や机を打つ音と組み合わせて、リズムを演奏しよう。

　コップで机を打つ際、飲み口側と底側のどちらを下にす

るかによって音は変わる。また、底側であっても、底全体

で机を打つか、一部分で打つかによって音が変わる。自分

たちのイメージする音色を目指して、何度も試しながら音

の出し方を工夫しよう。

手拍子を打つ
（パン、パ）

片手で机を打つ
（トン、ト）

コップを持ち上げる
（スッ、 ススッ）※１

コップで机を打つ
（カン、カカン、カッ、カカッ）※２

手でコップを打つ
（ポッ、 ポポッ）※３

　下の５つの動作を覚えよう。

　コップを伏せた状態にセットしてリズムの演奏を始める。
演奏する前にリズムを読んで覚えておくとよい。

※１：��どちらも軽く机をこすって
音を出す。 ススッはコップ
を逆手に持つ。

※２：��カンは飲み口側、 カカン
は底側を、コップ全体で
強く打つ。カッ、 カカッ
は軽く打って弾ませる。

※３：��ポッは飲み口側、
ポポッは底側を打つ。

　リズムを演奏できるようになったら、４分の４拍子の曲に合わせて演奏してみよう。最初は� �ぐらいの曲から始め、だ
んだんテンポの速い曲にするのもおもしろい。
�　《群

ぐん

青
じょう

》�（→P.12)や《日曜日よりの使者》�（→P.48)の他、《アンパンマンのマーチ》、《Story》（AI）、《千本桜》（黒うさP�feat.
初音ミク）�など、自分たちで音源を持ち寄って合わせるのもよい。

手拍子を２回
打つ

手拍子を１回
打つ

逆手にした右
手でコップを
持ち上げる

左手でコップ
の飲み口側を
打つ

コップの底側
で机を軽く
打って弾ませ
る

左手でコップ
の底側を打ち、
そのまま手の
ひらにのせる

左手を右に交差
させ、コップを
伏せて机の上に
置く

右手で机を
打つ

手拍子を１回
打つ

右手でコップ
を持ち上げる

コップを下ろ
して机を打つ

右(R）ー 左（L）ー 右の
順で机を打つ

：右に交差させる。
リ
ズ
ム
演
奏

動作を覚えようSTEP
1

リズムを演奏しようSTEP
2
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ここは名曲の秘密を探る探偵事務所。
探偵と助手の会話を参考に、

《この道》の旋律や曲の構成などにつ
いて分析し、曲の魅力に迫ってみよう

。

先生、いったいそれがどうしたっていうんですか？

前奏のピアノの旋律は階名で読むと「ソドレミ」
だな…ふむふむ…

古今東西、この「ソドレミ」で始まる名曲は実に
たくさんあるのだよ。古くはヘンデル《水上の
音楽》の〈アラ・ホーンパイプ〉から、久石譲の

《Summer》まで。途中の音を繰り返す《赤とん
ぼ》や《シャボン玉》なんかもあるし、短調も含め
たら《ツィゴイネルワイゼン》も…

確かに、《Caro mio ben》なんかを見てみると、
前奏には臨時記号が付いてないですね。

いいところに気が付い
たじゃないか、キミ。
ではこれがどういう効
果をもたらしているか、
分かるかね？ ヒントは
…そうだな、臨時記号
を全て取り去って弾い
てみると分かるのでは
ないかな。

先生、この同音連打はなんでしょうか？ 何を
表現したいのでしょう…。

先ほどの応用だよ。これが同音連打でなければ
…つまり、例えば長い音符だった場合を想像し
てみるのだ。

先生、もう分かりました！「拍子が変化しなかっ
たら…」を考えてみるんですね！

この拍子の変化…実におもしろい。これがどん
な効果を生んでいるか、キミに…

ふむ…なかなかやるじゃないか。拍子が変化し
なかったら…こんな感じだろうか。

どの小節も１、２拍目が同じリズムになるね。こ
ちらのほうが安定感があるともいえるが…キミは
どう感じるかね。

これはボクにも分かりますよ！ 歌パートの「ゆるく」
という指示、伴奏パートの「colla voce」はここ
だけですし、旋律の高い E 音もここだけですよね。

この「ああ」の部分、この曲で「唯一」の事件が
たくさん起こっているねえ。

そのとおり。さらに、旋律の４度跳躍も、下行
はここだけじゃないかね？

あ、さすが先生！ ほんとうですね。それで、そ
れが何を意味しているんでしょうか？

だから、それを考えるのがキミの仕事じゃないか。
ふああ…そろそろ眠くなってきたぞ。私はこのお
気に入りのロッキングチェアで少 眠々らせてもらう。

せ、先生…そんなあ…。

うーん、ボク一人でも調査ができるってとこ、見
せてやらなきゃ！
ん？ ここの旋律、なんだか気になるなあ…そうか！
これまでタイはあったけどスラーはここが初めて。
つまり、初めて「―（のばし棒）」で音が変わってるっ
てことか！お、しかもこれは７度跳躍？ これは…

……（ふむふむ、できるじゃないか、その調子だ）

この１拍目、なんだか気になる和音なんだけど、
何が起きてるんだろう？ うーむ…分からない…

むにゃ……い…お……ん……むにゃ…。

いおん？…ああ！ 先生が前に言ってたぞ、「あえ
て隣の音から入って、すぐ次の音に解決する音
がある」って。それがたしか「倚

い

音
おん
※」！ そうか、

もしかして、これもあれも…？

曲ももう終わりだけど、なんだろうこの記号は？
テヌートとスタッカートって、まるで反対の意味じゃ
ないのか？
いや、落ち着いて考えてみよう。テヌートだけだっ
たら、スタッカートだけだったら、はたまた何の
記号も付いていなかったら…。
うん、どう歌ったらよいか、見えてきた気がするぞ！

……（うむ、やはりキミは優秀な助手だよ。そうやっ
て試行錯誤することで、大切なことが見えてくる
のだ）

名曲の秘密、助手といっしょに探ることはできたかね？ ふむ、キミもなかなか探偵としての
素質をもっているようだ。だがこれがゴールではないぞ。分析した結果を踏まえ、音として
いかに表すかが重要なのだ。自分なりの解釈と表現を、ぜひ探してみてほしい…！

探偵からの探偵からの

挑戦状挑戦状

前奏からこの臨時記号の数、どういうことだ…。
うむむ…これは事件だ！

わあ、ホントですね！でもどうしてこの「ソドレミ」
がこんなにたくさん使われているのでしょうか？

それを考えるのがキミの仕事だろう！いいかね、
なんでも人に聞いているようでは、名探偵への
道は遠いのだよ。

あ、 同 音 連 打
は他の小節にも
あるな。あれは
いったい…？

歌い出しの旋律
は、前奏のピア
ノと同じじゃな
いか！

歌のフレーズはなぜこんなに自然な日
本語に聞こえるんだろう？

150ページ楽典

徹底調査！楽
譜
を
よ
く
見
て
、
リ
ズ
ム
、
旋
律
、
強
弱
、
構
成
な
ど
に
注
目
し
な
が
ら
曲
の
魅
力
を
探
り
、
表
現
を
深
め
よ
う

《この道》

1
PointPoint

2
PointPoint

6
PointPoint

7
PointPoint

8
PointPoint

4
PointPoint

3
PointPoint

特徴的な旋律が伴奏に現れる。1
PointPoint

同音連打が現れる。3
PointPoint

拍子が変化する。4
PointPoint

臨時記号が複数現れる。2
PointPoint

曲の雰囲気が変化する。5
PointPoint

非和声音が変化を与える。7
PointPoint

歌の旋律にスラーが現れる。6
PointPoint

メッゾ・スタッカートが現れる。8
PointPoint

5
PointPoint

※倚音…強拍で奏される非和声音（和音構成音以外の音）で、

　　　　２度下行または上行して和音構成音に戻る

36 37

　４〜８人ぐらいのグループに分かれ、輪になって演奏しよう。その際、最後の「カン」のとき、右隣の人の前にコップを置くと、
コップを回しながら演奏することができる。また、「パン」のときは手拍子を打つ代わりに両隣の人と手を打ち合わせるなど、
いろいろなアイディアを出し合って自分たちなりのパフォーマンスを考えよう。

L LR RR R L

L L L L L L L LR R

 

ドン、ド：両手で机を打つ。
ウン：８分休符。
ス：16分音符。

ウ：16分休符。
カ：16分音符。

： 左に交差させる。
       ： 右に戻す。

　五線に表すと下のようになる。

　五線に表すと下のようになる。

右隣の人の前にコップを置く 両隣の人と手を打ち合わせる

ト
L
ン ス

R
ッ カン ウ ト

L
ン カ ト

L
ン カン ト

L
ン  ト

L
ン ス

R
ッ カン ウ ト

L
ン カ ト

L
ン カン ト

L
ン

↶

●つくったリズム・パターンを書こう。

●五線に表してみよう。

STEP 2のパフォーマンスは、2012年にアメリカで公開されたミュージカル映画『ピッチ・パーフェクト』の中で、主演のアナ・ケンドリック
がコップを鳴らしながら歌ったシーンで使われたものである。それが人気となって製作されたミュージック・ビデオ『Cups』はアメリカで大

ヒットした。この『Cups』で使われている歌はもともと古いカントリー・ソングであるが、イギリスのバンドがカヴァーした際に、コップを打ち鳴らし
ながら歌った映像が動画サイトで話題となった。『ピッチ・パーフェクト』のシーンは、これを取り入れたものである。

ドン パ ド ウン スッ
R

 カン  ト
L
ン ス

R
 ト

L
 カン 　 スッ

R
 ポ

L
ッ　 カン

memo

グループで演奏しようSTEP
3

　いくつかの短いリズム・パターンをつくり、それらをつなぎ合わせてもよい。リズム・パターンをつくる際は、音を出しなが
ら組み合わせを考え、文字の太さや大きさなどで、音の強弱や音色の違いが分かるように記譜の仕方を工夫しよう。

  オ リ ジ ナ ル の リ ズ ム を つ く ろ うオリジナルのリズムをつくろう

例1

例2
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前の１小節を繰り返す記号

パ
ー
ト
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役
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を
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、
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ズ
ム
に
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っ
て
キ
ー
ボ
ー
ド・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
し
よ
う

キーボードの音色例
①：フルート　②：トランペット　③：サクソフォーン　④：ベース

RC HH

クローズド奏法
オープン奏法

細かく打つ

ミッション：インポッシブルのテーマ
（テレビ・ドラマ『スパイ大作戦』から）

ラロ・シフリン 作曲／野
の

田
だ

 学
がく

 編曲

52
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（教科書P.20・21）

音色を工夫して楽しむ
キーボード・

アンサンブルも掲載

動画サイトで話題となり、2012年公開のミュージカル映画にも使われた『Cups』の
パフォーマンスをもとにした教材を取り上げています。

「主体的・対話的で深い学び」の本質に触れることができます。

会話を参考に《この道》を分析

グループ活動に効果的なアンサンブル教材が豊富

（教科書P.52・53）

（教科書P.36・37）



3つの観点から、ビゼーのオペラ《カルメン》にアプローチしました。口絵では、舞台の様子を大きく掲載し、音楽の
世界へといざないます。鑑賞の学習を通して理解したことをアリアの歌唱に生かし、豊かな表現を目指します。

多角的なアプローチで好奇心をくすぐる

3

よ う こ そ 音
楽 の 世 界 へ

！

メトロポリタン・オペラ2009-10シーズンから

オペラ《カルメン》（G.ビゼー 作曲）　→P.74

ニューヨークを本拠地とするメトロポリタン・オペラは、世界中
のオペラ・ファンが注目する演出と演奏で話題作を世に提供し続
けている。2010年に上演された《カルメン》は、情熱みなぎる演
技にバレエやフラメンコが花を添え、人気の舞台となった。

32 3

よ う こ そ 音
楽 の 世 界 へ

！

メトロポリタン・オペラ2009-10シーズンから

オペラ《カルメン》（G.ビゼー 作曲）　→P.74

ニューヨークを本拠地とするメトロポリタン・オペラは、世界中
のオペラ・ファンが注目する演出と演奏で話題作を世に提供し続
けている。2010年に上演された《カルメン》は、情熱みなぎる演
技にバレエやフラメンコが花を添え、人気の舞台となった。

32

8

メトロポリタン・オペラ2010年公演から

（教科書P.2・3）

口絵

（教科書P.74・75）

鑑賞

（教科書P.76）

●アリア〈ハバネラ〉（教科書P.76） 
　　    〈闘牛士の歌〉（教科書P.77）

場
面
の
状
況
や
登
場
人
物
の
心
情
を
考
え
、
豊
か
な
表
現
で
歌
お
う

原調：ニ短調

※歌詞の“L’amour”は、le〔定冠詞〕+amourで
「愛」や「恋」という意味のフランス語である。

〈ハバネラ〉を歌うカルメン

ハバネラ（オペラ《カルメン》から）

宮
みや

本
もと

益
ます

光
みつ

 日本語詞／ジョルジュ・ビゼー 作曲／横
よこ

山
やま

潤
じゅん

子
こ

 編曲

オペラ《カルメン》74ページ

冒頭の旋律など、半音階進行がどのような効果を生み
出しているかを考え、それを生かした表現を工夫しよう。

ピ
ア
ノ
伴
奏

76

表現（歌唱）

学びに向かう力、人間性等を育てます。学びに向かう力
改訂の
ポイント

3

74

EC オペラカルメン ジョルジュ・ビゼー 作曲

《カルメン》のアツイ人間模様

A B

※「前奏曲」は、開幕前や各幕の導入部でオーケストラによって演奏される。開幕前の場合は「序曲」と呼ばれることが多い。

自分に無関心なホセを誘惑するように歌われる〈ハバネラ〉
では、リズム、旋律の流れ、歌手による声の表現が、ど
のような雰囲気をつくり出しているだろうか。

カルメンのアリア〈ハバネラ〉

歌詞の内容：恋は扱いにくい小鳥、誰も手なずけることはできない。
いくら呼んでも無駄なこと。

　オペラのヒロインはソプラノによって演じられることが多いが、この作品ではソプラノよりも低い音域の
メッゾ・ソプラノが主役を務める。カルメンは深みのある豊かな声質が求められ、メッゾ・ソプラノを代表す
る役の一つとなっている。カルメンをはじめ、その他の登場人物の声種にも注目して聴いてみよう。

主な
登場人物と

声種

「怖い…、でも恐れては
いけないわ。」（第3幕から）

「カルメン、おまえに酔ってしまっ
たみたいだ。」 （第1幕から）

「言いなりになんかならない！ 
自由に生まれ自由に死ぬわ。」

（第4幕から）

「すぐに俺のことを誇りに思う
だろう！」 （第4幕から）

ミカエラ
ホセの許

いいなずけ

嫁
ホセ

軍隊の伍
ご

長
ちょう

カルメン
ロマの女

エスカミーリョ
人気闘牛士

　《カルメン》は全４幕からなるフランス語のオペラで、
1875年にパリで初演された。フランスの作家プロスペル・
メリメ（1803 ～ 1870）がスペインへ旅行した際に着想を得
て書いた小説をもとに台本化されている。その音楽は色彩豊

かで劇的効果が高く、今日上演されるオペラの中で最も人気
の高い演目の一つとなっている。しかし、作曲したビゼー（1838
～1875）はその成功を見ることなく、初演からわずか３か
月後に36歳という若さで世を去った。

総
合
芸
術
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し
、
そ
の
魅
力
を
味
わ
お
う

Invitation to Music!2ページ オペラ68ページ ハバネラ 76ページ ハバネラのリズム 77ページ

⃝  前奏曲の終盤に、冒頭の快活な主題（譜例 A ）から一転して譜例 B の主題が登場する。この主題は
劇中にたびたび現れるが、それがどのような場面で用いられているのか注意して聴こう。
⃝  劇中で演奏される４人のアリアの特徴を捉え、それらが場面の状況や登場人物の心情とどのよう

に結び付いているのか話し合おう。

鑑賞の
ポイント

MR NA

19世紀前半のセビリア（スペイン南部の都市）の広場。工場
の休憩で女たちが出てくると、男たちがカルメンに言い寄る。
カルメンは相手にせず〈ハバネラ〉を歌うが、自分に無関心な

ホセに興味を示す。一方、ホセは故郷から訪ねてきたミカエラと会い、母からの
手紙を読んで彼女との結婚を決心する。その直後、喧

けん

嘩
か

騒ぎを起こしたカルメン
をホセが牢

ろう

へ護送することになるが、彼女に誘惑されて逃走に手を貸してしまう。

1第 幕

カルメン：エリーナ・ガランチャ
ホセ：ロベルト・アラーニャ

ソプ
ラノ

テノ
ール メッ

ゾ・

ソプ
ラノ バリ

トン

第1幕への前奏曲



原調：イ長調

⃝�曲中に16分休符や8分休符が出てくるが、休符が入ることでどの
ような効果が生まれているか考えてみよう。
⃝�１番と比べ、２・3番ではどのような変化が付けられているか考え
てみよう。
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 作詞／滝
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 廉
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 作曲

歌
詞
に
描
か
れ
て
い
る
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
調
和
の
と
れ
た
合
唱
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し
よ
う

二声の〈花〉は日本で最初に作曲された
合唱作品の一つで、単声の〈納涼〉、四

声の〈月〉〈雪〉とともに1900年に出版された組
歌《四季》に収められている。

memo

39ページ日本語と旋律／詩の心を大切に歌おう／日本語の歌詞の歌い方

ピ
ア
ノ
伴
奏

34

N
ノン

on C
コード

hord(N.C.)：コードなしで

23小節目から（78小節目からも同様）「 ‰ jœ œ œ 」 のリズムが繰り返されている。それによって生み出される効果
について考えてみよう。

歌謡曲からJ-POPへの100年 116ページ

13

楽曲それぞれに最適な問いを設置
※レイアウト等の都合により、全ての楽曲に設置されているわけではありません。

（教科書P.13）

（教科書P.34）

自由音楽家として活躍したウィーン時代

オペラでも功績を残したマエストロ

143

　ザルツブルクで宮廷オルガン奏者として復職したモーツァルトだったが、
25歳のときにコロレド大司教と決裂し、ウィーンに移住して自由音楽家と
しての生活を始めた。ウィーンでは、宮廷で定職に就くことを願いながらク
ラヴィーアを教えたり、オペラを作曲したりして生計を立てていた。また、
自ら演奏会を企画し大きな収入を得ていたというが、その一方で借金があり
経済的に苦しかったともいわれている。その原因としてモーツァルトの浪費
癖があるが、彼の音楽的評価とはかけ離れた人物像を数多くの書簡からうか
がい知ることができる。

　モーツァルトはわずか12歳でオペラを作曲し、ザルツブルク時代から腕
を磨いてきたが、ウィーン時代にその才能が開花した。ウィーンに移住した
彼は、皇帝ヨーゼフ2世にアピールしようと、宮廷劇場のためにオペラを作
曲した。また、オペラは他のジャンルに比べて作曲料が高額だったこともあ
り、積極的に取り組んだようである。とりわけ、日常生活での人間模様を題
材にした「オペラ・ブッファ」と呼ばれるイタリア語によるオペラの人気が高い。
また、「ジングシュピール（歌芝居）」と呼ばれるドイツ語によるオペラにも優
れた作品を残している。

　モーツァルトが27歳のときに作曲したと考えられている
室内楽曲。セレナードは「夕べの音楽」と訳され、もともとは
夜に戸外で恋人や貴人のために演奏される曲を指していたが、
やがて多楽章の器楽曲へと発展した。この作品は管楽合奏の
ためのセレナードであり、管楽器の編成が基本となる。弦楽

器のコントラバスも加わっているが、これをコントラファゴッ
ト（ファゴットより低い音域を受け持つ）に替えて13の管楽
器で演奏することもある。モーツァルトの巧みな管楽器書法
を示す作品としてよく知られている。

　「スザンナ、出て来なさい」という伯爵のせりふから展開さ
れる三重唱。部屋の中に妻の愛人が隠れていると疑う伯爵、
それにうろたえる伯爵夫人、陰で心配するスザンナ（伯爵夫

人の侍女）によって歌われる。それぞれの異なる感情がオー
ケストラとともに一つの音楽で表現され、このオペラの声の
アンサンブルの妙技を味わうことができる曲である。

スザンナ、
出て来なさい。

スザンナは出て来られ
ないのです。

中にいるのは
愛人だな。

何が起きているのかしら…
ああ大変、どうしましょう。

モーツァルトと妻コンスタンツェ
ソプラノ歌手のコンスタンツェ・ヴェーバーと26歳
で結婚し、ウィーン時代をともに生きた。

《フィガロの結婚》が初演されたブルク劇場の客席

伯爵 伯爵夫人 スザンナ

　モーツァルトが30歳のとき（1786年）に初
演されたオペラ・ブッファ。皇帝によって上
演禁止となっていた風刺喜劇をあえて取り上
げ、ロレンツォ・ダ・ポンテ（1749〜1838）に
台本を依頼してオペラ化された。伯爵の館を
舞台に、権力の行使をもくろむ伯爵とそれに
立ち向かう召使いたちの姿がユーモラスに描
かれ、物語が小気味よく展開される。

オペラ《フィガロの結婚》について

まずいことに
なったわ。

神童と称された少年時代

新天地を夢見た青年時代

142

　わずか5歳で作曲を始めた神童モーツァルトの評判は、たちまち故
郷ザルツブルクの町中に広まった。父レオポルトは、息子を広く世
に紹介するためヨーロッパ各地への演奏旅行を計画し、行く先々で
成功を収めた。演奏旅行は、やがて各地の音楽様式の吸収という新
たな目的を加えながら続けられた。中でも13歳のときに出発したイ
タリア旅行では、先進のオペラや器楽曲などに触れ、音楽家として
大きく成長した。その旅行の際、システィーナ礼拝堂で門外不出と
されていた秘曲《ミゼレーレ》を聴いた14歳のモーツァルトは、9声
部からなるそのミサ曲を一度聴いただけで覚え、楽譜に書き記して
しまったという。

マリア・テレジアの御前で演奏を披露する6歳のモーツァルト

　モーツァルトが17歳のときに作曲した交響曲。当時の彼
はすでにザルツブルクの宮廷音楽家という地位にあったが、
大都市のミラノやフィレンツェなどで求職活動を行い、こと
ごとく失敗に終わっていた。彼は生涯に40曲以上の交響曲

を書いたが、この作品はその中でも数少ない短調の曲として
知られている。また、彼の後半生を題材とした映画『アマデ
ウス』の冒頭で用いられたことでも有名である。

交響曲第25番 ト短調 K.183から第1楽章

セレナード 変ロ長調 K.361《グラン・パルティータ》から第3楽章

オペラ《フィガロの結婚》 K.492 第2幕から三重唱〈スザンナ、出て来なさい〉
ヴァイオリン協奏曲第5番 イ長調 K.219《トルコ風》から第3楽章

　モーツァルトが16歳のときに、コロレド伯爵がザルツブルクの新
たな大司教として選ばれた。この厳格な新しい主君に対して彼はしだ
いに反発を感じるようになり、21歳でザルツブルクの宮廷音楽家を
辞職し、新天地を求めてマンハイムとパリへ2年半ぶりの旅に出た。
マンハイムでは、当時最高水準といわれた宮廷楽団の演奏や宮廷音楽
家たちとの交流から、おおいに刺激を受けた。しかし、思うような職
を得ることはできず、パリでは同行した母アンナ・マリアが亡

な

くなり、
失意のうちにザルツブルクへ戻ることとなった。

当時最高水準の音楽家たちが集まったマンハイムの宮廷

　モーツァルトが19歳のときに作曲したヴァイオリン協奏曲。
ヴァイオリンの名手でもあった彼は全部で5曲のヴァイオリ
ン協奏曲を残しているが、そのうち4曲はこの年に書かれ、
以降はピアノ協奏曲が中心となる。この作品には、旅先で吸

収してきた各国の音楽様式が巧みに取り入れられている。第
3楽章の中間部にみられるトルコ風のリズムなどは、当時ヨー
ロッパで流行したトルコ風の情趣に彼が敏感に反応した例と
してよく知られている。

音楽を織りなすさまざまな要素132ページ 楽器名の略表記 153ページ

この交響曲も第25番と同じト短調で書かれている。

交響曲第40番 ト短調 K.550から第1楽章参考曲 このセレナードは弦楽合奏のために書かれている。

セレナード ト長調 K.525《アイネ・クライネ・ナハトムジーク》から第2楽章参考曲

この二重唱はドイツ語によるオペラ《魔笛》の中で歌われる。

オペラ《魔
ま

笛
てき

》 K.620 第2幕から二重唱〈パ・パ・パ〉参考曲

このピアノ・ソナタにもトルコ風のリズムが取り入れられている。

ピアノ・ソナタ第11番 イ長調 K.331《トルコ行進曲付き》から第3楽章参考曲

オペラ68ページ
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モ ー ツ ァ ル ト 年 譜

西暦（年齢） 主な出来事 作品名

〈ザルツブルク時代〉 生まれてから25歳半ば頃までの時期で、ヨーロッパ各地への旅を中心に生活する。

1761年（５歳）

1762年（6歳）

1764年（８歳）

1770年（14歳）

1773年（17歳）

1775年（19歳）

1778年（22歳）

作曲を始める

初めての旅行／マリア・テレジアに謁
えっ

見
けん

パリで初めての曲集を出版

ロンドンでヨハン・クリスティアン・バッハと出会う

イタリアでオペラ・デビュー

3度目のウィーン旅行

パリに滞在／母アンナ・マリアの急逝や失恋が重なる

アンダンテ K.1a

クラヴィーアとヴァイオリンのためのソナタ K.6〜9

交響曲第１番 変ホ長調 K.16

オペラ《ポントの王ミトリダーテ》 K.87

交響曲第25番 ト短調 K.183 （→P.142）

ヴァイオリン協奏曲 第５番 K.219《トルコ風》 （→P.142）

ピアノ・ソナタ第8番 イ短調 K.310（→P.138）

〈ウィーン時代〉 25歳半ば頃から世を去るまでの時期で、ウィーンで自由音楽家として生活する。

1781年（25歳）

1782年（26歳）

1783年（27歳）

1784年（28歳）

1785年（29歳）

1786年（30歳）

1787年（31歳）

1788年（32歳）

1791年（35歳）

ウィーンに移住

コンスタンツェ・ヴェーバーと結婚

ザルツブルクへ帰郷

ピアニストとして45日間に25回のコンサートに出演

ハイドンに四重奏曲を献呈

プラハでオペラが大成功

ウィーンの宮廷作曲家に任命

経済状況が悪化

オペラ《イドメネオ》 K.366

オペラ《後宮からの誘拐》 K.384

セレナード K.361《グラン・パルティータ》 （→P.143）

ピアノ・ソナタ第11番 イ長調 K.331《トルコ行進曲付き》

ピアノ協奏曲 第19番 ヘ長調 K.459

弦楽四重奏曲 第19番 ハ長調 K.465《不協和音》

オペラ《フィガロの結婚》 K.492 （→P.143）

セレナード K.525《アイネ・クライネ・ナハトムジーク》

オペラ《ドン・ジョヴァンニ》 K.527　

交響曲第39番K.543、第40番K.550、第41番K.551 《ジュピター》

オペラ《魔
ま

笛
てき

》 K.620 ／レクイエム K.626

※�クラヴィーア：鍵盤楽器の総称で、楽器は特定されていない。
現在では、鍵盤楽器の中でも弦を張ったものを指すことが多い。

　当時の「音楽家」は教会や宮廷に仕え、そこで演奏するための音
楽を作曲したり演奏したりして生計を立てていた。そのような中、
モーツァルトはウィーンで自由音楽家としての生活を始めた。し
かし、実際はあくまでも社会のニーズに応じて作曲し、安定した
雇用を求めていた。つまり、現在の「音楽家」という職業に対する

一般的なイメージとは異なり、自分の個性を示した作品を好きな
ように書き、それに対して需要を得ていたわけではなかった。彼
の生きた時代は、フランス革命（1789年勃発）などに象徴される
ように社会構造が大きく変化する過渡期であり、ほんとうの意味
で「自由な創作」を行うには少しだけ時代が早かったといえる。

モーツァルトの生涯と作品をたどろう
　ハイドン、ベートーヴェンと並び、古典派の音楽を
築き上げたモーツァルト。幼い頃から「神童」と称され、
数多くの名曲を驚くほどのペースで書き上げ、36年
に満たない短い生涯を一気に駆け抜けた。宗教音楽、
オペラ、交響曲、協奏曲、室内楽曲、クラヴィーア※（ピ
アノ）曲、歌曲など、あらゆるジャンルで傑作を残し、
それらは200年以上たった今でも世界中の人々に親
しまれている。そんなマエストロ（偉大な音楽家に対
する尊称）の生涯と作品をたどろう。

W.A.モーツァルト

氏　名 ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト　Wolfgang Amadeus Mozart

出身国 オーストリア（当時は神聖ローマ帝国）

生没年月日 1756年1月27日［ザルツブルク］〜1791年12月5日［ウィーン］ （享
きょう

年
ねん

35）

マエスト
ロの

履歴書

古典派の音楽 146ページ

⃝�作曲家の生涯をたどりながら音楽を味わおう。
⃝�さまざまなジャンルの音楽に触れ、それぞれの作品
の特徴を聴き取ろう。

鑑賞の
ポイント

「音楽家」という職業の変化

141

（教科書P.141 〜 143）

作曲家の生きた時代背景や当時の生活などについて深く知ることができる「クローズ・アップ・マエストロ」。
モーツァルトを取り上げ、活動拠点をもとに時代を分け、そのときにつくられた代表曲を挙げています。

モーツァルトの年譜を掲載。
探究学習として他の作曲家での展開も可能です。

作曲家の生涯と作品から学ぶ音楽文化と歴史

9

生徒が楽譜に興味をもち、音楽について主体的に考えるきっかけとして、それぞれの楽曲の特徴について、音楽を
形づくっている要素などに着目して考えることのできる問いを用意しました。

「考えてみよう！」コーナーの新設

N
ノン

on C
コード

hord(N.C.)：コードなしで

23小節目から（78小節目からも同様）「 ‰ jœ œ œ 」 のリズムが繰り返されている。それによって生み出される効果
について考えてみよう。

歌謡曲からJ-POPへの100年 116ページ

13

原調：イ長調

⃝�曲中に16分休符や8分休符が出てくるが、休符が入ることでどの
ような効果が生まれているか考えてみよう。

⃝�１番と比べ、２・3番ではどのような変化が付けられているか考え
てみよう。
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だ
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錦
お
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美
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織
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よ
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に
見
え
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）
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長
い
土
手
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く
る
れ
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日
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暮
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げ
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ほ
ん
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に
）
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　（ひ
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さ
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と
て
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価
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あ
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）

花
 武

たけ

島
しま

羽
は

衣
ごろも

 作詞／滝
たき

 廉
れん

太
た

郎
ろう

 作曲

歌
詞
に
描
か
れ
て
い
る
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
調
和
の
と
れ
た
合
唱
を
し
よ
う

二声の〈花〉は日本で最初に作曲された
合唱作品の一つで、単声の〈納涼〉、四

声の〈月〉〈雪〉とともに1900年に出版された組
歌《四季》に収められている。

memo

39ページ日本語と旋律／詩の心を大切に歌おう／日本語の歌詞の歌い方

ピ
ア
ノ
伴
奏
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キーボード

ドラムス

エレキ・ベース

【基本的なドラム・セットの例】（奏者から見た場合）

バス・ドラム（キック）
〈BD〉

フロア・タム
〈FT〉

タムタム〈TT〉

クラッシュ・シンバル〈CC〉

ライド・シンバル〈RC〉
ハイハット・
シンバル〈HH〉

スネア・ドラム
〈SD〉

トラディショナル・グリップ
（レギュラー・グリップ） マッチド・グリップ

2 2 2 22 2 2 2

実
音
は

１
オ
ク
タ
ー
ヴ
下

【代表的なスティックの持ち方】

HH
（クローズド奏法）

HH
（オープン奏法）

HH
（ペダル奏法） CC

RC

BD SD TT

　エレキ（エレクトリック）・ギターは、フォーク・ギター（→P.46）やクラシック・ギター
（→P.51）と異なり、ボディーにサウンド・ホールがなく、ピック・アップという装置に
よって弦の振動を電気信号に変換し、アンプで増幅させて音を出す仕組みになっている。
使用する弦は金属製である。各部の名称はフォーク・ギターなどと同じである。

CC RC HH HH HH SD TT TT FTBD

○…オープン奏法
 +…クローズド奏法ペダル操作のみで演奏

　ドラムスは、基本的に右のような楽器で構成されている。
ドラムスの楽譜は通常ヘ音譜表で書かれるが、音高は関係な
く、下のような音符を五線譜上の決まった位置に書き表す。

ペダルの奏法
　BDとHHにはそれぞれペダルが付いている。BDはペダルを踏むとビー
ターが鼓面を打つ仕組みになっている。また、HHは左足でペダルを離
したり踏んだりしてシンバルを開閉する。音符の上に が付いていると
きはペダルを離して開けた状態でたたくオープン奏法、音符の上に＋が
付いているときはペダルを踏んで閉めた状態でたたくクローズド奏法で
ある。何も記されていないときは、クローズド奏法と考えてよい。

スティックの持ち方
　代表的な持ち方に、トラディショナル・グリップ（レギュラー・グリップ）、
マッチド・グリップがある。握る部分は、スティックの重心の位置にもよ
るが、端から３分の１辺りが一般的である。《Twist And Shout》では、
マッチド・グリップを使うとよい。

　キーボードはさまざまな音色を備えているので、バンド・スコアのギター
やベース、ドラムスのパートを全て１台で演奏することが可能である。
　例えば、ドラムスのパートにキーボードを用いる場合、各楽器が右の鍵
盤図のような配置になっていることが多いので、BDとSDを左手で、そ
の他を右手で演奏するとよい。音量の調節も容易なので、キーボードを活
用してバンド・アンサンブルを楽しもう。

エレキ・ギター エレキ・ベース

ピック・アップ

　エレキ（エレクトリック）・ベースは、エレキ・ギターと同様にピック・アップによって
弦の振動を電気信号に変換し、アンプで増幅させて音を出す仕組みになっている。弦は
基本的に４本で、左手のポジションと音の関係は、６弦ギターの第３弦から第６弦と同
じである。ほとんどの場合、右手の指またはピックで単音を弾く。指で弾く場合は通常、
人さし指と中指を用い、体のほうへ弦をひっかくようにはじき、隣の弦に当てて止める。
同じ音が連続する場合は、人さし指と中指を交互に使うとよい。

人 人 人中 中
人さし指 中指

Twist And Shout
 バート・ラッセル、フィル・メドレー 作詞・作曲／野

の

田
だ

 学
がく

 採譜・編曲

エレキ・ギター

その他

バンド・アンサンブルバンド・アンサンブルに挑戦

ド
ラ
ム
ス

実
音
は

１
オ
ク
タ
ー
ヴ
下

前の２小節を繰り返す記号

：ドラムスの楽譜の場合は、急速で任意の数からなる連打（一般にロール奏法という）を表し、装飾音のように先行して奏する。

TAB（タブ）譜の読み方65ページ  What is JAZZ?108ページ

人中 中

112 113
各
パ
ー
ト
の
役
割
を
理
解
し
、
曲
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
演
奏
を
し
よ
う

バ
ン
ド・ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
用
い
ら
れ
る
楽
器
や
奏
法
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う

アンプのつなぎ方
　エレキ・ギターやエレキ・ベース及び、
キーボードは、アンプにつないで使用する。
電源を入れたままアンプにシールド・コー
ド（ケーブル）をつないだり、インプット
以外のジャックにつないだりしないよう
に注意しよう。

エフェクター
　アンプにはエフェクター（音色に特殊な効果を与える装置の総称）が付い
ていることが多い。代表的な機能として下のような種類がある。
●リバーブ：音に人工的な残響効果を付ける。
●ディレイ：原音に遅れた音を加えて「山びこ」のような効果を付ける。
●コーラス：原音にピッチの違う音を加えて音に深みを出す。
●オーバードライブ、ディストーション：音をひずませる。

もとは1961年リリースのトップ・ノーツによる楽曲。翌年にアイズレー・ブラザーズがR＆B調にアレンジしたものをビートルズがカヴァーし、
63年リリースのアルバム『プリーズ・プリーズ・ミー』に収録。当時、ライヴで必ず演奏する楽曲の一つであった。

memo

10

動画

（教科書P.112 〜 115）

ジャズの演奏を映像で鑑賞

指揮の振り方を動画で
分かりやすく解説 その他、発声や楽器

の奏法、外国語の
発音などを動画で
サポートします。

ドラムスの演奏方法を動画で確認

音声や動画など充実した内容の二次元コードコンテンツを用いて、実際に視聴しながら確認することにより、
知識を確実に習得できます。

二次元コードコンテンツの充実

「指揮にチャレンジ」
（教科書P.41 〜 43） 

「What is JAZZ?」
（教科書P.108・109） 

ギターの奏法を動画で確認

「ギター」
（教科書P.46 〜 51） 



リ
ズ
ム
の
特
徴
を
生
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、
曲
の
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囲
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に
合
う
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方
を
工
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し
よ
う

歩いて帰ろう
  斉

さい

藤
とう

和
かず

義
よし

  作詞・作曲／松
まつ

波
なみ

匠
しょう

太
た

郎
ろう

 採譜・編曲

1994年にリリースされたこの曲は、シンガー・ソングライターの斉藤和義（1966〜　）の４枚目のシングルで、子ども向けテレビ番組のオー
プニング曲に採用され、人気を博した。

※４拍子の場合、３拍目は１拍目に次ぐ強拍と位置付けられる。

譜例1

memo

拍子の強拍（１拍目）と弱拍（それ以外の拍）の
位置をずらしてリズムに変化を与えることを

「シンコペーション」と呼ぶ。例えば、右の　の部分がそれ
にあたる。《歩いて帰ろう》にも 譜例1 のようにシンコペー
ションが用いられている。 譜例2 のようにシンコペーショ
ンを用いない場合と比べて違いを感じ取り、どのように歌
い方を工夫するとよいか考えてみよう。

譜例2

ピ
ア
ノ
伴
奏

強拍の位置をずらすことで、緊張感が生まれる

15

手
拍
子
や
足
踏
み
の
仕
方
に
よ
っ
て
音
色
が
異
な
る
こ
と
に
気
付
き
、
そ
れ
を
生
か
し
た
演
奏
を
し
よ
う

強弱記号の書かれていない部分についても強弱の変化を考える。

強弱に合わせて手拍子の打ち方や足踏みの仕方を考える。

�各パートのリズムの特徴を感じ取り、目立たせて演奏するリズ
ムと、逆に目立たせないように演奏するリズムを決め、抑揚を
付ける。

の手拍子 の足踏みの手拍子 の足踏み

　《Plymouth�Rock》は手拍子と足踏みだけで演奏する曲である。パートの役割を考えながら、手拍子や足踏みを工夫して演
奏しよう。

❶�全員がⅠとⅡの両方のパートを演奏できるようになったら、グループに分かれ、どのように工夫したらより楽しいアンサン
ブルになるのかアイディアを出し合って練習しよう。
❷グループ練習をするときには、 〜 の中から部分的に取り出して合わせるなど、練習方法を工夫しよう。
❸よりよい演奏を目指して、試奏しながらグループ内で話し合おう。
❹各グループの表現の工夫に注目しながら、互いのアンサンブルを聴き合おう。

拍を感じながらリズムを打とう。その際、休符が短くならないように注意しよう。

�手拍子や足踏み以外のボディー・
パーカッション（指鳴らしや膝

ひざ

打ち
など）も取り入れる。

�《Plymouth�Rock》に合うような曲
の音源を持ち寄り、それに合わせて
演奏する。

演 奏 の 工 夫

例 1

例 3

例 2
例 4

例 5

ボ ディー・パ ーカッション を 楽 しもう！

リズムを正確に打つ練習

①

②

③

④

⑤

ボ
デ
ィ
ー
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

18

別紙８
4分の２のクリック音

4分の３のクリック音

８分の６のクリック音

④Ⅰパートの演奏

④Ⅱパートの演奏

⑤Ⅰパートの演奏

⑤Ⅱパートの演奏

教科書に縦書き歌詞が
掲載されていない教材

は歌詞を表示

11

音声、テキスト

その他、外国語歌曲の原語歌詞の朗読やリズム読み、
ソルフェージュ及びリズム課題の補助音源などで
学習をサポートします。

別紙６

別紙６

ピアノ伴奏のある表現教材は
ピアノ伴奏を聴くことができます。

クリック音やパート別音源が
リズム練習をサポート

二次元コードコンテンツ一覧
ピアノ伴奏 Wiegenlied（P.61） 言わない（P.121 〜 123） 歓喜の歌（P.60） 三味線（P.92・93）

O Waly Waly（P.10） 天国と地獄（P.64） 早春（P.124 〜 127） Wiegenlied（P.61） 箏（P.94・95）

Ave Maria（P.11） いのちの歌（P.66・67） ギター伴奏 Les Champs-Élysées（P.78・79） バンド・アンサンブルに挑戦（P.112〜115）

群青（P.12・13） Do-Re-Mi（P.70・71） グリーンスリーヴス（P.64） 合唱パート別練習 ギター／キーボード・コード表（P.156・157）

翼をください（P.14） 美女と野獣（P.72・73） Castle On A Cloud（P.65） 懐かしきケンタッキーの我が家（P.128） ソルフェージュ
歩いて帰ろう（P.15） ハバネラ（P.76） 歌詞 いつか、海へ（P.129 〜 131） リズムを正確に打つ練習（P.18）

若者のすべて（P.16・17） 闘牛士の歌（P.77） 群青（P.12・13） 奏法動画 メロディーを階名で歌う練習（P.32）

’O sole mio（P.28） Les Champs-Élysées（P.78・79） 歩いて帰ろう（P.15） 響く歌声を目指そう！（P.10・11） 音・リズムを聴き取る練習（P.33）

Caro mio ben（P.30・31） 夕焼小焼（P.99） 若者のすべて（P.16・17） Clap, Tap with CUPS！（P.20・21） 作品例
花（P.34） 朧月夜（P.99） いのちの歌（P.66・67） ヴォイス・パーカッション（P.26） キッチン・ミーティング（P.22・23）
この道（P.35） 紅葉（P.100） 真赤な太陽（P.118） 指揮にチャレンジ（P.41 〜 43） 創作2/3/4（P.80 〜 83）

むこうむこう（P.38） 故郷（P.101） クリスマス・イブ（P.119） ウクレレ（P.44・45） その他、参考資料
小さな空（P.40） 京畿道アリラン（P.105） 朗読・リズム読み ギター（P.46 〜 51） Horn! 響きは時空を超えて（P.4・5）

夏の思い出（P.42・43） 美しいエンメンタール（P.105） ’O sole mio（P.28） チャイム（P.54・55） 音楽をつくる人、使う人、伝える人、楽しむ人（P.27）

Heidenröslein（P.58） 真赤な太陽（P.118） Caro mio ben（P.30・31） リコーダー（P.62・63） 郷土の民謡と芸能（P.102・103）

Sah ein Knab ein Röslein stehn（P.59） クリスマス・イブ（P.119） Heidenröslein（P.58） 篠笛（P.88・89） ジャズ（P.108・109）

歓喜の歌（P.60） 荒野の果てに（P.120） Sah ein Knab ein Röslein stehn（P.59） 三線（P.90・91） ラチェットの演奏（P.136）

こちらの二次元コードより、実際の二次元
コードコンテンツをご視聴いただけます。

（教科書P.15）

（教科書P.18）



1（拍）

（上音のウキ）

（上音）

（上音のウキ）

（上音）

（上音のウキ）

（上音）

（上音のウキ）

（上音）

（上音のウキ）

（上音）

（中音のウキ）

（中音）

2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8
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フシや詞章、謡い方は演者によって少しずつ違いがある。
●“東遊の数々に”の部分は繰り返して謡う。
●�ヨワ吟では、「中

ちゅう

音
おん

」と呼ばれる音を中心として音程の枠組みが決められている。「上
じょう

音
おん

」は中音の完全４度上
の音で、「上音のウキ」「中音のウキ」は、上音及び中音のおよそ長２度上の音である。

●�カタカナで書かれている母音は「生み字（産み字）」と呼ばれる。音高が変わる際などに生み字を意識して謡う。

ヨワ吟で謡おう　−能《羽
は

衣
ごろも

》から−  

東
遊
の
さ
ま
ざ
ま
な
曲
を
舞
う
う
ち
に
、「
月

の
色
人
」と
も
呼
ば
れ
る
美
し
い
天
人
は
、

十
五
夜
の
月
が
輝
く
空
に
舞
い
上
が
り
、
人
の

心
の
迷
い
を
晴
ら
す
よ
う
な
満
月
の
光
と
と
も

に
地
上
を
照
ら
し
、
全
て
の
人
を
救
お
う
と
い

う
仏
の
誓
願
が
円
満
に
達
成
さ
れ
、
国
土
が
繁

栄
す
る
よ
う
に

※�

東
遊
…
雅
楽
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
宮
中

や
神
社
の
儀
式
で
行
わ
れ
る
歌
舞

東あ
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そ
び
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数
々
に
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遊
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数
々
に

そ
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も
月
の
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ろ

人び
と

は

三さ
ん

五ご

夜や

中ち
う

の
　空
に
又ま

た

満ま
ん

願が
ん

真し
ん

如に
ょ

の
影か

げ

と
な
り

御ご

願が
ん

円え
ん

満ま
ん

　國こ
く

土ど

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

この詞章部分は、七五調の韻
いん

文
ぶん

になっており、「キリ」と呼ばれる
曲の最後で、「地

じ

謡
うたい

」によってヨワ吟で謡われる。ヨワ吟は、優美、
風雅、温和、哀愁などの趣を表現する場面で用いられる。物語の舞台となった三保の松原

《
羽
衣
》作者不

詳

　『丹
たん

後
ごの

国
くに

風
ふ

土
ど

記
き

』などに
みられる羽衣伝説を題材
にしており、天

てん

人
にん

と人間
との交流を通して天界の
清らかさを描いた演目で
ある。

駿
する
河
がの
国
くに
（静岡県）三

み
保
ほ
の松原に住む漁師の白

はく
竜
りょう
（ワキ）は、

松の木に掛かった美しい衣を見つけ、それを持ち帰ろうとする。そこ
へ天人（シテ）が現れ、「衣がないと天界に戻ることができない」と嘆き
悲しむ。その様子を見た白竜は、「衣を返すかわりに天界の舞を見たい」
と頼む。天人は舞を見せると、三保の松原から富士の高

たか
嶺
ね
にと舞い上

がり、霞
かすみ
に紛れて天界へ帰っていく。ここで取り上げる詞章部分は、

天人が白竜に舞を披露しつつ天界へ帰っていく場面である。

あらすじ

詞
章

意
味

◉柔らかい息遣いで抑揚を付けて謡おう。
櫻
さくら

井
い

�寛
ひろし

�楽譜構成〈謡い方のイメージを表した譜〉
天人：武

たけ

田
だ

崇
たか

史
ふみ
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●�カタカナで書かれている母音は「生み字（産み字）」と呼ばれる。音高が変わる際などに生み字を意識して謡う。
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謡
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」によってヨワ吟で謡われる。ヨワ吟は、優美、
風雅、温和、哀愁などの趣を表現する場面で用いられる。物語の舞台となった三保の松原
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記
き

』などに
みられる羽衣伝説を題材
にしており、天

てん

人
にん

と人間
との交流を通して天界の
清らかさを描いた演目で
ある。

駿
する
河
がの
国
くに
（静岡県）三

み
保
ほ
の松原に住む漁師の白

はく
竜
りょう
（ワキ）は、

松の木に掛かった美しい衣を見つけ、それを持ち帰ろうとする。そこ
へ天人（シテ）が現れ、「衣がないと天界に戻ることができない」と嘆き
悲しむ。その様子を見た白竜は、「衣を返すかわりに天界の舞を見たい」
と頼む。天人は舞を見せると、三保の松原から富士の高

たか
嶺
ね
にと舞い上

がり、霞
かすみ
に紛れて天界へ帰っていく。ここで取り上げる詞章部分は、

天人が白竜に舞を披露しつつ天界へ帰っていく場面である。
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いつか、海へ

宮
みや

下
した

奈
な

都
つ

 作詞／三
み

宅
やけ

悠
ゆう

太
た

 作曲

b
ブーシュ

ouche o
ウヴェルト

uverte (B.O.)：口を開けて（曲中では「O」や「O+U」など任意の母音で歌う）

パ
ー
ト
練
習

129
パ
ー
ト
の
役
割
を
理
解
し
て
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
変
化
を
感
じ
な
が
ら
ア・カ
ペ
ラ
で
歌
お
う

12

多感な時期を迎えた生徒が楽しみながら幅広く音楽を学習できるような教材を精選し、提示の仕方を工
夫しながら、ポピュラー・ソング、唱歌、芸術歌曲、合唱曲、ミュージカル・ナンバー、オペラ・アリアなど
を取りそろえました。特に、長い間歌い継がれ、親しまれてきたものを豊富に扱うとともに、我が国の伝
統的な歌唱も学習できるよう、能の謡を取り上げました。

新規掲載曲：《Sah ein Knab ein Röslein stehn》（教科書P.59）／《歓喜の歌》（教科書P.60）／《Wiegenlied》（教科書P.61）

歌謡曲からJ-POP、ミュージカル・ナンバーまで、
それぞれの時代を彩った歌を選びました。

�イタリア語とドイツ語の歌曲は定番曲を取りそろえました。原語歌詞の意味も掲載しています。フランス語はポピュラー・ソング
を取り上げました。

�佐井孝彰氏の《言わない》（同三／伴奏付き）に加え、信長貴富氏の《早春》（混
三／伴奏付き）、三宅悠太氏の《いつか、海へ》（混四ア・カペラ）を新たに収録
しました。その他、取り組みやすいア・カペラの入門曲やミュージカル・ナンバ
ーも取りそろえました。

謡い方のイメージを表した絵譜

�日本の伝統音楽への理解を深めることができるよう、能の
謡を取り上げました。

（教科書P.129 〜 131）

本書のための書き下ろし作品

�2020年代 《群青》（P.12・13）

�2000年代 《いのちの歌》（P.66・67）

�1990年代 《残酷な天使のテーゼ》（P.24 〜 26）

�1980年代 《クリスマス・イブ》（P.119）

�1950年代 《Do-Re-Mi》（P.70・71）

�1970年代 《翼をください》（P.14）

�1960年代《真赤な太陽》（P.118）

掲載曲：		《高砂》（教科書P.86）／《羽衣》（教科書P.87）

日本の伝統的な歌唱

ポピュラー・ソング

合唱曲、ヴォイス・アンサンブル

　　　　　《若者のすべて》（P.16・17）

　　　　　 《歩いて帰ろう》（P.15）

歌唱

外国の歌曲

こちらの二次元コードより、楽曲の
一部をご視聴いただけます。

（教科書P.87）



ス
ト
ロ
ー
ク
奏
法
を
身
に
付
け
、
ウ
ク
レ
レ
で
弾
き
歌
い
を
し
よ
う

楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
、
奏
法
に
よ
っ
て
音
色
や
響
き
、
表
情
な
ど
の
違
い
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
よ
う

　チューナーなどを使い、ペッグを回して音高を調節する。なお、
第４弦の音を１オクターヴ低く調弦する場合もある。

　横の線が弦、縦の線がフレットを表している。●は押
さえる位置、その中の文字は左手の指を示している。

　右下のダイヤグラムを参考にしながら、ハ長調の音階を低い音から順に右手の
親指で弾いて左手のポジションを確認しよう。ポジションを覚えたら、《Annie 
Laurie（アニー・ローリー）》のメロディーを弾いてみよう。

ダ イ ヤ グ ラ ム

第１弦
第２弦
第３弦
第４弦

１ ２ ３

第１弦（ラ）A

第２弦（ミ）E

第３弦（ド）C

第４弦（ソ）G

２弦

３弦

１弦

４弦

１フレット
２フレット

ヘッド

ボディー（胴）

ペッグ（糸
いと

巻
まき

）

ネック（棹
さお

）

ナット

フレット

フィンガー・ボード
（指

し

板
ばん

）

サウンド・ホール

ブリッジ（駒
こま

）

フレット番号ナット

押さえる位置と
左手の指

開放弦の音

弦を押さえる左手の指
人…人さし指　　中…中指　　薬…薬指

●ダイヤグラムの例（　コード）

姿 勢 と 構 え 方

背
せ

筋
すじ

を伸ばす。

ボディーを右肘
ひじ

の内側
と胸の間で挟むように
して持つ。

ヘッドが胸の辺りにくるように
構え、ネック側を少し前に出す。

ヘッドを左手の人さし指
の付け根付近にのせる。

右手の人さし指は、爪の
側面を弦に当てる。

裏側から見たところ

左手で弦を押さえるときは、指を
立ててフレットのすぐ近くを押さ
える。

ダウン・ストローク

アップ・ストローク

人さし指の爪
の側面を弦に
当てる。

人さし指の腹の側面を弦
に当てる。

１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３

●使用するコード ●使用するリズム

１ ２ ３１ ２ ３ １ ２ ３

１ ２ ３１ ２ ３ １ ２ ３

「La 」や「Lu」などで歌う

●使用するコード ●使用するリズム

：ダウン・ストローク

４分音符を示す

８分音符を示す

：アップ・ストローク

  　　　《Michael, Row The Boat Ashore》を歌いながら、ストローク奏法で
伴奏しよう。「ストローク」とは、左手でコードを押さえ、右手の人さし指でリズムを刻
む奏法である。できるだけ４本の弦が同時に鳴るように、第４弦から第１弦に向かって手
首を支点に振り下ろして弾く「ダウン・ストローク」で演奏しよう。

上記のリズムに慣れたら、　　　　　   
で演奏してみよう。

真珠貝の歌
ハワイ民謡

Michael, Row The Boat Ashore （こげよ マイケル）
アフリカン・アメリカン・スピリチュアル

写真はソプラノ・ウクレレ

※アルファベットは英語音名を、（　）内はハ長調の階名を示す。

●ハ長調の音階

ウ
ク
レ
レ

「私の魂を向こう岸（天国）へ連れて行ってください。」と歌われている。memo

ハワイの伝統的な民謡に英語の歌詞が付けられて、《Pearly Shells》（日本では《真珠貝の歌》）として広まった。memo

19世紀末、ポルトガルからの移民によってギターに似た小型の弦楽器がハワイに持ち込まれた。

やがて移民たちがハワイの木材を使って楽器を作るようになり、「ウクレレ」と名付けられて定着

した。一説によると、ウクレレとはハワイ語で「跳ねる蚤
のみ

」を意味するという。

●左手のポジション ドラ シ

レド
ソミ ファ

STEP 1

STEP 2  　　　《真珠貝の歌》を「La」や「Lu」などで歌いながら、ストローク奏法で伴奏しよう。
まず、STEP 1で使用したリズムをダウン・ストロークで演奏し、次に第１弦から第４弦に向
かって弾く「アップ・ストローク」を加えたリズムを演奏しよう。

U k u l e l e

ギター 46ページ

各 部 の 名 称

ス ト ロ ー ク 奏 法 で 伴 奏 し よ うウクレレウクレレ

チ ュ ー ニ ン グ

左 手 の ポ ジ シ ョ ン 確 認

アリシア・スコット 作曲Annie Laurie （アニー・ローリー）

44 45

13

楽器や奏法の説明と、実際に演奏する曲の楽譜を見開きに配置し、常に確認しながら演奏できるよう紙
面構成を工夫しました。また、ボディー・パーカッション、バー型チャイムなど、グループ活動で協働しな
がら学習を進めることのできる教材や、さまざまな楽器編成によるアンサンブル教材など、バラエティー
豊かな曲を取りそろえました。

コード演奏やストローク奏法を無理なく楽しめるウクレレの教材を掲載しました。
楽器や奏法についても詳しく説明しています。

掲載曲： 《Michael, Row The Boat Ashore》（教科書P.45）／《真珠貝の歌》（教科書P.45）

楽器や奏法の説明と演奏する曲の楽譜を見開きに配置

実際の演奏方法を動画で確認
（教科書P.44・45）

ウクレレ

器楽

３つのコードで演奏できる曲を取り上げ、ストローク奏法を学習します。
また、メロディーと伴奏（和音と低音）に分かれて楽しむことのできるアンサンブル曲も掲載しました。

掲載曲： 《日曜日よりの使者》（教科書P.48・49）／《第三の男のテーマ》（教科書P.50）

ギター

�各学校の実態に応じてさまざまな和楽器を選択できるよう、篠笛、三線、三味線、箏の4種類を
取り上げました。楽器や奏法の説明と演奏する曲の楽譜をそれぞれ見開きに配置しています。和楽器

�バー型チャイム用に編曲した《The First Noel》を新たに掲載しました。また、ボディー・パーカッショ
ンやバー型チャイムのアンサンブルでは、演奏する際の注意点や工夫例などを示し、グループで楽し
みながら表現を深めることができるようにしています。

アンサンブル

掲載曲： 《天国と地獄》（教科書P.64）／《C-a-f-f-e-e》（教科書P.64）／《グリーンスリーヴス》（教科書P.64）／
　　　《Castle On A Cloud》（教科書P.65）／《いのちの歌》（教科書P.66・67）

�各学校や生徒の実態を考慮し、ソプラノとアルトのどちらでも演奏できる曲や、
アルトの二重奏もしくはソプラノとアルトの二重奏で演奏できる曲などを掲載しました。リコーダー



コード・ネーム 154ページ ギター/キーボード・コード表 156ページ

創
作
４

●録音機器やコンピュー
タを活用してもよい。

ヒント

《歓喜の歌》のメロディーを見てみよう。1

順次進行のみを用いたメロディーをつくろう。2

　ジャンルを問わず、長く歌い継がれていたり、親しまれている曲には順次進行が使われて

いることが多い。順次進行とは、音階の隣り合う音どうしをつなげて形づくっていく音の進

行のことで、歌いやすく、滑らかな表現に特徴がある。

　その順次進行をもとにメロディーをつくろう。

順次進行をもとにメロディーをつくろう

4
下の楽譜は、ハ長調に移調した《歓喜の歌》冒頭のメロディーである。

　メロディーは、同音が続くところもあるが、基本的に順次進行でつくられている。また、全体に4分音符が多く用い
られているが、4小節目と8小節目の3拍目には2分音符が使用され、4小節目が「続く感じ」、8小節目が「終わる感じ」
になることによって、曲としてのまとまりが生まれている。

交響曲第９番第４楽章から《歓喜の歌》

　下のルールを参考にして、順次進行のみを用いた８小節のメロ
ディーをつくろう。その際、キーボードなどを用いて、音を確
認しながらつくるとよい。

ルール（ハ長調の場合）

●「ド」「ミ」「ソ」のいずれかの音から始める。
● 4小節目で「ソ」「シ」「レ」のいずれかの音で小休止する。
●�最後は「ド」で終わるようにする。「ド」への到達が難しい場合は「ミ」「ソ」
でも構わない。

●同じ音が続いてもよい。

最初に、4分音符と２分音符のみを用いてメロディーの骨格をつくろう。下の例は「ミ」から始めた場合。音のつな
げ方を試しながら、自分が表したいイメージになるようにする。

次に、下のヒントを参考に、手順1でつくったメロディーのリズムを変化させよう。その際、新たに音を加えても
構わない。歌いやすく、滑らかなメロディーの創作を目指そう。

●リズムの例

レで小休止

終わりはド

リズムを変化させる リズムを変化させると同時に音も加える

●その他、教科書に掲載されている楽譜で使われているリズムを参考にしよう。

順次進行を保ったまま、音を加え大きく変化させる
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つくったメロディーにコードを付けよう。その際は、各小節のメロディーの中で比較的音価の長い音を探し、その
音を構成音にもつコードを、下のヒントを参考に選ぶとよい。また、ハ長調の場合、4小節目はGまたはG7、8小
節目はCで終わるようにしよう。全体がC、Gのみの選択でも構わない。

跳躍進行を用いられそうな部分があれば、数か所変更してみる。跳躍する場合は、コードの構成音から跳ぶように
する。

 完成したメロディーに別のコードを付けてみよう。
　同じメロディーでも別のコードが付くと印象が変わるので試してみよう。上の例と同様に、比較的音価の長い音を
探し、その音を構成音にもつ別のコードを選ぶとよい。「ギター /キーボード・コード表」（→P.156）を参考に、メロデ
ィーを歌いながらキーボードなどでコードを弾いて響きを確認し、コードを選ぼう。

2 でつくったメロディーをさらに発展させよう。メロディーの一部を跳躍進行に変えることでインパクトを
加えることができる。跳躍進行とは、音階の隣り合う音よりも広い音程関係の音へ進む進行のことで、コード
の構成音から跳ぶ場合が多い。より特徴のある個性的なメロディーにしていこう。

 完成したメロディーに、もう一つのメロディーを加えてみよう。
　もう一つのメロディーもコードの構成音を中心につくろう。片方のメロディーが動いているところでは、もう一つ
のメロディーの動きを少なくするなど、互いのパートがより引き立つようにリズムを工夫しよう。

コードの構成音以外の音に跳躍した場合は、反対の方向（上行
した場合は下行）のいちばん近いコードの構成音に戻す

Cコードの構成音 コードの構成音以外の音

3

工夫した点などをプレゼンテーションし、作品を発表し合おう。また、互いの作品について意見を交換し、そ
の意見を参考に修正を加え、よりよい作品にしよう。4

●次のコードの中から選んでみよう。
ヒント

ヒント

レとファが含まれるG7を続けて選択

※譜例の2段目にはコードの構成音を示している。

完成した作品を音にして「時間を知らせるチャイム」にするなど、日常生活で活用することも考えられる。
創作の前にタイトルを考えたり、活用方法を設定したりすることで、つくりたいメロディーをよりイメ
ージしやすくなるので試してみよう。

チャレンジ●❶

チャレンジ●❷

ベートーヴェン�作曲

手順1

手順2

例

例

手順1
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例

例

例

例
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a

a

a

a

b

b

b

b

挿入した休符

付点音符を用いたリズム シンコペーションを用いたリズム

a b

挿入した音

例1  音を挿入し、音の動きを細かくする。

例2  休符を挿入する。

例3  付点音符やシンコペーション（→P.15）のリズムを用いる。

例4  ３連符やアクセント、スタッカートなどで変化させる。

例5  拍子を変える。

上の例を参考に、キーボードなどで音を出しながら《虹の彼方に》を変奏し、発表し合おう。

［ 軽快でアップ・テンポな雰囲気に変化させる例 ］

《虹の彼方に》

挿入した音

挿入した休符

３拍子のワルツのように ８分の６拍子に変更して、動きを付ける

《虹の彼方に》 ハロルド・アーレン 作曲

 ハーモニー・パートをつくる。その際、コードの構成音を調べ、それをもとに構成音の配置を変える。

３つのパート（メロディー、ハーモニー、ベース）にふさわしい音色（楽器）を選ぶ。
　　　　　　メロディー：トランペット、　ハーモニー：ストリングス（弦楽器）、　ベース：ファゴット　など

ベース・パートの音を各コードの構成音の中から１音選ぶ。ルート（根
こん

音
おん

）や、コードを特徴付けている音（第３音
など）にするとよい。その際、キーボードで音を確認しながら、メロディーとのバランスを考えよう。ベースが
指定されている場合は、その音を使用する。

メロディー・パートがより引き立つように、ハーモニーとベースのパートに音や休符を挿入して、リズムを工夫
する。その際、自分が表したいイメージと音色が合っているかどうかも確認する。

共通音

音の流れがスムーズになるよう、なるべく近くの音へ進行させる

構成音

ハーモニー

《虹の彼方に》の冒頭部分を、キーボード・アンサンブルによる三重奏に編曲しよう。

第３音ルート

ベース

ハーモニー

ハロルド・アーレン 作曲

挿入した音

挿入した休符

　ある旋律に音を加えたり、リズムや拍子、調などの音楽を形づくっている要素を変えたり

することによって、その旋律のもっている表情や雰囲気を変化させることを「変奏（ヴァリ

エーション）」という。

　まず、旋律の雰囲気をどのように変化させたいのかをイメージしよう。そして、そのため

にはどのような方法があるのかを考えながら変奏に挑戦しよう。

旋律の雰囲気を変化させよう

　ある楽曲を演奏目的や演奏形態に応じて組み直すことを「編曲（アレンジ）」という。

歌のためにつくられた《虹の彼方に》を、楽器アンサンブルなど、別の形態で演奏す

るために編曲しよう。

演奏スタイルを変化させよう

下に示した《虹の彼
かなた

方に》は、平易なリズムを用いてつくられている。冒頭の旋律を変奏し、曲の雰囲気を変化
させよう。1

2

1

作品例

例

例

音を挿入したりリズムを変えたりして、より自然な動きにする

メロディーをはっきりさせるた めに休符を挿入

メロディー

ハーモニー

ベース

例

上の手順を参考に、《虹の彼方に》の続きを編曲しよう。また、強弱を考えたり、スラーやテヌートなどの記号
を加えたりして、表情豊かなアンサンブル作品にしよう。2

作品ができあがったら発表し合い、意見を交換しよう。また、その意見を参考に修正を加え、よりよい作品に
しよう。3

手順1

手順2

手順4

手順3

2 3

創
作
２

創
作
３
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例1  音を挿入し、音の動きを細かくする。

例2  休符を挿入する。

例3  付点音符やシンコペーション（→P.15）のリズムを用いる。

例4  ３連符やアクセント、スタッカートなどで変化させる。

例5  拍子を変える。

上の例を参考に、キーボードなどで音を出しながら《虹の彼方に》を変奏し、発表し合おう。

［ 軽快でアップ・テンポな雰囲気に変化させる例 ］

《虹の彼方に》

挿入した音

挿入した休符

３拍子のワルツのように ８分の６拍子に変更して、動きを付ける

《虹の彼方に》 ハロルド・アーレン 作曲

 ハーモニー・パートをつくる。その際、コードの構成音を調べ、それをもとに構成音の配置を変える。

３つのパート（メロディー、ハーモニー、ベース）にふさわしい音色（楽器）を選ぶ。
　　　　　　メロディー：トランペット、　ハーモニー：ストリングス（弦楽器）、　ベース：ファゴット　など

ベース・パートの音を各コードの構成音の中から１音選ぶ。ルート（根
こん

音
おん

）や、コードを特徴付けている音（第３音
など）にするとよい。その際、キーボードで音を確認しながら、メロディーとのバランスを考えよう。ベースが
指定されている場合は、その音を使用する。

メロディー・パートがより引き立つように、ハーモニーとベースのパートに音や休符を挿入して、リズムを工夫
する。その際、自分が表したいイメージと音色が合っているかどうかも確認する。

共通音

音の流れがスムーズになるよう、なるべく近くの音へ進行させる

構成音

ハーモニー

《虹の彼方に》の冒頭部分を、キーボード・アンサンブルによる三重奏に編曲しよう。

第３音ルート

ベース

ハーモニー

ハロルド・アーレン 作曲

挿入した音

挿入した休符

　ある旋律に音を加えたり、リズムや拍子、調などの音楽を形づくっている要素を変えたり

することによって、その旋律のもっている表情や雰囲気を変化させることを「変奏（ヴァリ

エーション）」という。

　まず、旋律の雰囲気をどのように変化させたいのかをイメージしよう。そして、そのため

にはどのような方法があるのかを考えながら変奏に挑戦しよう。

旋律の雰囲気を変化させよう

　ある楽曲を演奏目的や演奏形態に応じて組み直すことを「編曲（アレンジ）」という。

歌のためにつくられた《虹の彼方に》を、楽器アンサンブルなど、別の形態で演奏す

るために編曲しよう。

演奏スタイルを変化させよう

下に示した《虹の彼
かなた

方に》は、平易なリズムを用いてつくられている。冒頭の旋律を変奏し、曲の雰囲気を変化
させよう。1

2

1

作品例

例

例

音を挿入したりリズムを変えたりして、より自然な動きにする

メロディーをはっきりさせるた めに休符を挿入

メロディー

ハーモニー

ベース

例

上の手順を参考に、《虹の彼方に》の続きを編曲しよう。また、強弱を考えたり、スラーやテヌートなどの記号
を加えたりして、表情豊かなアンサンブル作品にしよう。2

作品ができあがったら発表し合い、意見を交換しよう。また、その意見を参考に修正を加え、よりよい作品に
しよう。3
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創
作
４

●録音機器やコンピュー
タを活用してもよい。

ヒント

《歓喜の歌》のメロディーを見てみよう。1

順次進行のみを用いたメロディーをつくろう。2

　ジャンルを問わず、長く歌い継がれていたり、親しまれている曲には順次進行が使われて

いることが多い。順次進行とは、音階の隣り合う音どうしをつなげて形づくっていく音の進

行のことで、歌いやすく、滑らかな表現に特徴がある。

　その順次進行をもとにメロディーをつくろう。

順次進行をもとにメロディーをつくろう

4
下の楽譜は、ハ長調に移調した《歓喜の歌》冒頭のメロディーである。

　メロディーは、同音が続くところもあるが、基本的に順次進行でつくられている。また、全体に4分音符が多く用い
られているが、4小節目と8小節目の3拍目には2分音符が使用され、4小節目が「続く感じ」、8小節目が「終わる感じ」
になることによって、曲としてのまとまりが生まれている。

交響曲第９番第４楽章から《歓喜の歌》

　下のルールを参考にして、順次進行のみを用いた８小節のメロ
ディーをつくろう。その際、キーボードなどを用いて、音を確
認しながらつくるとよい。

ルール（ハ長調の場合）

●「ド」「ミ」「ソ」のいずれかの音から始める。
● 4小節目で「ソ」「シ」「レ」のいずれかの音で小休止する。
●�最後は「ド」で終わるようにする。「ド」への到達が難しい場合は「ミ」「ソ」
でも構わない。

●同じ音が続いてもよい。

最初に、4分音符と２分音符のみを用いてメロディーの骨格をつくろう。下の例は「ミ」から始めた場合。音のつな
げ方を試しながら、自分が表したいイメージになるようにする。

次に、下のヒントを参考に、手順1でつくったメロディーのリズムを変化させよう。その際、新たに音を加えても
構わない。歌いやすく、滑らかなメロディーの創作を目指そう。

●リズムの例

レで小休止

終わりはド

リズムを変化させる リズムを変化させると同時に音も加える

●その他、教科書に掲載されている楽譜で使われているリズムを参考にしよう。

順次進行を保ったまま、音を加え大きく変化させる
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つくったメロディーにコードを付けよう。その際は、各小節のメロディーの中で比較的音価の長い音を探し、その
音を構成音にもつコードを、下のヒントを参考に選ぶとよい。また、ハ長調の場合、4小節目はGまたはG7、8小
節目はCで終わるようにしよう。全体がC、Gのみの選択でも構わない。

跳躍進行を用いられそうな部分があれば、数か所変更してみる。跳躍する場合は、コードの構成音から跳ぶように
する。

 完成したメロディーに別のコードを付けてみよう。
　同じメロディーでも別のコードが付くと印象が変わるので試してみよう。上の例と同様に、比較的音価の長い音を
探し、その音を構成音にもつ別のコードを選ぶとよい。「ギター /キーボード・コード表」（→P.156）を参考に、メロデ
ィーを歌いながらキーボードなどでコードを弾いて響きを確認し、コードを選ぼう。

2 でつくったメロディーをさらに発展させよう。メロディーの一部を跳躍進行に変えることでインパクトを
加えることができる。跳躍進行とは、音階の隣り合う音よりも広い音程関係の音へ進む進行のことで、コード
の構成音から跳ぶ場合が多い。より特徴のある個性的なメロディーにしていこう。

 完成したメロディーに、もう一つのメロディーを加えてみよう。
　もう一つのメロディーもコードの構成音を中心につくろう。片方のメロディーが動いているところでは、もう一つ
のメロディーの動きを少なくするなど、互いのパートがより引き立つようにリズムを工夫しよう。

コードの構成音以外の音に跳躍した場合は、反対の方向（上行
した場合は下行）のいちばん近いコードの構成音に戻す

Cコードの構成音 コードの構成音以外の音

3

工夫した点などをプレゼンテーションし、作品を発表し合おう。また、互いの作品について意見を交換し、そ
の意見を参考に修正を加え、よりよい作品にしよう。4

●次のコードの中から選んでみよう。
ヒント

ヒント

レとファが含まれるG7を続けて選択

※譜例の2段目にはコードの構成音を示している。

完成した作品を音にして「時間を知らせるチャイム」にするなど、日常生活で活用することも考えられる。
創作の前にタイトルを考えたり、活用方法を設定したりすることで、つくりたいメロディーをよりイメ
ージしやすくなるので試してみよう。
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タを活用してもよい。

ヒント

《歓喜の歌》のメロディーを見てみよう。1

順次進行のみを用いたメロディーをつくろう。2

　ジャンルを問わず、長く歌い継がれていたり、親しまれている曲には順次進行が使われて

いることが多い。順次進行とは、音階の隣り合う音どうしをつなげて形づくっていく音の進

行のことで、歌いやすく、滑らかな表現に特徴がある。

　その順次進行をもとにメロディーをつくろう。

順次進行をもとにメロディーをつくろう

4
下の楽譜は、ハ長調に移調した《歓喜の歌》冒頭のメロディーである。

　メロディーは、同音が続くところもあるが、基本的に順次進行でつくられている。また、全体に4分音符が多く用い
られているが、4小節目と8小節目の3拍目には2分音符が使用され、4小節目が「続く感じ」、8小節目が「終わる感じ」
になることによって、曲としてのまとまりが生まれている。

交響曲第９番第４楽章から《歓喜の歌》

　下のルールを参考にして、順次進行のみを用いた８小節のメロ
ディーをつくろう。その際、キーボードなどを用いて、音を確
認しながらつくるとよい。

ルール（ハ長調の場合）

●「ド」「ミ」「ソ」のいずれかの音から始める。
● 4小節目で「ソ」「シ」「レ」のいずれかの音で小休止する。
●�最後は「ド」で終わるようにする。「ド」への到達が難しい場合は「ミ」「ソ」
でも構わない。

●同じ音が続いてもよい。

最初に、4分音符と２分音符のみを用いてメロディーの骨格をつくろう。下の例は「ミ」から始めた場合。音のつな
げ方を試しながら、自分が表したいイメージになるようにする。

次に、下のヒントを参考に、手順1でつくったメロディーのリズムを変化させよう。その際、新たに音を加えても
構わない。歌いやすく、滑らかなメロディーの創作を目指そう。

●リズムの例

レで小休止

終わりはド

リズムを変化させる リズムを変化させると同時に音も加える

●その他、教科書に掲載されている楽譜で使われているリズムを参考にしよう。

順次進行を保ったまま、音を加え大きく変化させる

音
の
つ
な
げ
方
や
フ
レ
ー
ズ
の
ま
と
ま
り
に
気
を
付
け
て
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
く
ろ
う

つくったメロディーにコードを付けよう。その際は、各小節のメロディーの中で比較的音価の長い音を探し、その
音を構成音にもつコードを、下のヒントを参考に選ぶとよい。また、ハ長調の場合、4小節目はGまたはG7、8小
節目はCで終わるようにしよう。全体がC、Gのみの選択でも構わない。

跳躍進行を用いられそうな部分があれば、数か所変更してみる。跳躍する場合は、コードの構成音から跳ぶように
する。

 完成したメロディーに別のコードを付けてみよう。
　同じメロディーでも別のコードが付くと印象が変わるので試してみよう。上の例と同様に、比較的音価の長い音を
探し、その音を構成音にもつ別のコードを選ぶとよい。「ギター /キーボード・コード表」（→P.156）を参考に、メロデ
ィーを歌いながらキーボードなどでコードを弾いて響きを確認し、コードを選ぼう。

2 でつくったメロディーをさらに発展させよう。メロディーの一部を跳躍進行に変えることでインパクトを
加えることができる。跳躍進行とは、音階の隣り合う音よりも広い音程関係の音へ進む進行のことで、コード
の構成音から跳ぶ場合が多い。より特徴のある個性的なメロディーにしていこう。

 完成したメロディーに、もう一つのメロディーを加えてみよう。
　もう一つのメロディーもコードの構成音を中心につくろう。片方のメロディーが動いているところでは、もう一つ
のメロディーの動きを少なくするなど、互いのパートがより引き立つようにリズムを工夫しよう。

コードの構成音以外の音に跳躍した場合は、反対の方向（上行
した場合は下行）のいちばん近いコードの構成音に戻す

Cコードの構成音 コードの構成音以外の音

3

工夫した点などをプレゼンテーションし、作品を発表し合おう。また、互いの作品について意見を交換し、そ
の意見を参考に修正を加え、よりよい作品にしよう。4

●次のコードの中から選んでみよう。
ヒント

ヒント

レとファが含まれるG7を続けて選択

※譜例の2段目にはコードの構成音を示している。

完成した作品を音にして「時間を知らせるチャイム」にするなど、日常生活で活用することも考えられる。
創作の前にタイトルを考えたり、活用方法を設定したりすることで、つくりたいメロディーをよりイメ
ージしやすくなるので試してみよう。

チャレンジ●❶

チャレンジ●❷

ベートーヴェン�作曲

手順1

手順2

例

例

手順1

手順2

例

例

例

例

82 83

演
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態
に
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し
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編
曲
し
よ
う

ギター/キーボード・コード表 156ページコード・ネーム 154ページ

a

a

a

a

b

b

b

b

挿入した休符

付点音符を用いたリズム シンコペーションを用いたリズム

a b

挿入した音

例1  音を挿入し、音の動きを細かくする。

例2  休符を挿入する。

例3  付点音符やシンコペーション（→P.15）のリズムを用いる。

例4  ３連符やアクセント、スタッカートなどで変化させる。

例5  拍子を変える。

上の例を参考に、キーボードなどで音を出しながら《虹の彼方に》を変奏し、発表し合おう。

［ 軽快でアップ・テンポな雰囲気に変化させる例 ］

《虹の彼方に》

挿入した音

挿入した休符

３拍子のワルツのように ８分の６拍子に変更して、動きを付ける

《虹の彼方に》 ハロルド・アーレン 作曲

 ハーモニー・パートをつくる。その際、コードの構成音を調べ、それをもとに構成音の配置を変える。

３つのパート（メロディー、ハーモニー、ベース）にふさわしい音色（楽器）を選ぶ。
　　　　　　メロディー：トランペット、　ハーモニー：ストリングス（弦楽器）、　ベース：ファゴット　など

ベース・パートの音を各コードの構成音の中から１音選ぶ。ルート（根
こん

音
おん

）や、コードを特徴付けている音（第３音
など）にするとよい。その際、キーボードで音を確認しながら、メロディーとのバランスを考えよう。ベースが
指定されている場合は、その音を使用する。

メロディー・パートがより引き立つように、ハーモニーとベースのパートに音や休符を挿入して、リズムを工夫
する。その際、自分が表したいイメージと音色が合っているかどうかも確認する。

共通音

音の流れがスムーズになるよう、なるべく近くの音へ進行させる

構成音

ハーモニー

《虹の彼方に》の冒頭部分を、キーボード・アンサンブルによる三重奏に編曲しよう。

第３音ルート

ベース

ハーモニー

ハロルド・アーレン 作曲

挿入した音

挿入した休符

　ある旋律に音を加えたり、リズムや拍子、調などの音楽を形づくっている要素を変えたり

することによって、その旋律のもっている表情や雰囲気を変化させることを「変奏（ヴァリ

エーション）」という。

　まず、旋律の雰囲気をどのように変化させたいのかをイメージしよう。そして、そのため

にはどのような方法があるのかを考えながら変奏に挑戦しよう。

旋律の雰囲気を変化させよう

　ある楽曲を演奏目的や演奏形態に応じて組み直すことを「編曲（アレンジ）」という。

歌のためにつくられた《虹の彼方に》を、楽器アンサンブルなど、別の形態で演奏す

るために編曲しよう。

演奏スタイルを変化させよう

下に示した《虹の彼
かなた

方に》は、平易なリズムを用いてつくられている。冒頭の旋律を変奏し、曲の雰囲気を変化
させよう。1

2

1

作品例

例

例

音を挿入したりリズムを変えたりして、より自然な動きにする

メロディーをはっきりさせるた めに休符を挿入

メロディー

ハーモニー

ベース

例

上の手順を参考に、《虹の彼方に》の続きを編曲しよう。また、強弱を考えたり、スラーやテヌートなどの記号
を加えたりして、表情豊かなアンサンブル作品にしよう。2

作品ができあがったら発表し合い、意見を交換しよう。また、その意見を参考に修正を加え、よりよい作品に
しよう。3

手順1

手順2

手順4

手順3

2 3

創
作
２

創
作
３
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14

●《虹の彼方に》のメロディーを用いて、変奏と編曲に取り組みます。

●�オノマトペを用いてリズム・アンサンブルをつくり、五線譜以外の方法で記録するユニークなグループ活動に取り組みます。
	（教科書P.22・23）

●順次進行と跳躍進行に着目し、楽しみながらメロディーづくりに取り組みます。

表現したいイメージを着実に作品にしていくことができるよう、具体的な例を挙げながら簡潔かつ丁寧に
手順を示しました。また、歌唱の教材と関連付けることにより、取り組みやすくなるだけでなく表現も深め
ることができます。

（教科書P.80）

（教科書P.81）

（教科書P.82・83）

創作2では、変奏方法の例を
分かりやすく提示

創作3では、キーボード・アンサンブル
三重奏に編曲するための手順を詳しく解説

順次進行のみを
使用した創作例

MOUSAの創作ページは、キーボードなどを使いながら音の組み合わせやつなげ方を試し、
五線に記入する従来の方法に加え、五線の代わりにICT機器や音楽Webアプリケーション
（「カトカトーン」など）を用いて学習できる内容となっています。

教育芸術社が開発した、Webブラウザ上で楽しく感覚的に音楽制作が
できる音楽Webアプリケーション。

デジタル・コンテンツの活用につなげる

創作

カトカトーンについて

こちらの二次元コードより、
カトカトーンの詳しい
情報をご覧いただけます。



●10オーストリア

●11ロシア

●❺スイス

●18、●19
西アフリカ一帯

●❻アメリカ

●16ペルー

●20トリニダード・トバゴ
●15ラオス

●14イギリス

●❶朝鮮半島

●❼中国●❸ブルガリア

●❷モンゴル

●❽ミャンマー

●17インドネシア

●❾インド

●13トルコ

●❹イラン

●12イラク

京
キョン

畿
ギ

道
ド

アリラン
朝鮮半島民謡

1 アリラン　朝鮮半島（東アジア）
　アリランは朝鮮半島で広く
歌われている民謡で、地域に
よって歌詞や旋律、テンポな
どが異なる。《珍

チン

島
ド

アリラン》
《京

キョン

畿
ギ

道
ド

アリラン》（→P.105）
などが知られている。多くが
３拍子の拍節によっており、
カヤグム（12弦の弦楽器）で

　　　　　　　　　　　　　　弾き歌いすることも多い。

2 オルティンドー　モンゴル（東アジア）
　オルティンドーとは「長い歌」
を意味する。決まった拍節はな
く、装飾音を多用するのが特徴
である。また音域が広いため、
歌い手には高い技術が求められ
る。無伴奏またはモリンホール
（弓で弾く２弦の弦楽器で「馬

ば

頭
とう

琴
きん

」ともいう）やリンベ（横笛）な
どの伴奏で歌われることが多い。
日本の追

おい

分
わけ

様式の民謡（→P.102）
とよく似た雰囲気をもっている。

3 女声合唱　ブルガリア（ヨーロッパ）

　力強い響きをもったヴィブラートのない地声で歌われるの
が特徴である。独特のハーモニーにのせた旋律には、細かい
装飾的な動きが付けられ
る。その神秘的な響きは
農作物の成長を促す、と
も言い伝えられている。
現在では専門の合唱団に
よって歌われるものがよ
く知られている。

4 アーヴァーズ　イラン（西アジア）
　ペルシア語で「声」を意味する「アーヴァーズ」は、拍節のな
い自由なリズムで演奏される音楽である。声または楽器で演
奏されたり、声と楽器を合わせて演奏されたりすることもあ
る。伴奏にはセタール（細
長い棹

さお

に、25〜27個の
フレットをもつ弦楽器）、
サントゥール（金属弦を
ばちで打つ楽器）、ネイ（縦
笛）などがよく用いられる。

ナーデル・ゴルチン（歌手）
ケイヴァン・サーケット（セタール）

5ヨーデル　スイス（ヨーロッパ）

　アルプス地方のヨーデルは、裏声と地声を交互に組み合わ
せる歌唱法を特徴とする。高山山腹にある放牧場（アルプ）で

夏の間生活する牧童た
ちの間で生まれ、彼ら
の連絡手段や精霊への
祈りとして歌われたと
いわれている。このよ
うな歌唱法は他の国や
地域にもみられ、青森
県民謡の《ホーハイ節》
もその一つである。

6ゴスペル　アメリカ（北アメリカ）

　アメリカで生まれた音楽ジャンルで、キリスト教（プロテ
スタント）の宗教音楽をもとにしている。奴隷としてアメリ
カ大陸に連れてこられた
アフリカ人が、福

ふく

音
いん

書
（Gospel）に触れてキリ
スト教に改宗したことに
より、白人の教会音楽と
アフリカ特有のリズムや
音階などとが融合して成
立した。

※楽譜は大韓教科書株式会社発行『音楽３』に基づく。

アリラン　アリラン　アラリヨ　あなたはアリラン峠を越えて行く
私を捨てて行くならば　10里も行かないうちに足が痛むだろう

歌詞の大意
19世紀後半の李

り

王朝末期に、多くの人民が宮殿の造営工事
のために動員された。その際、京畿道地方出身の農民が労働
の苦しさを紛らわすために歌ったものが起源といわれている。

�エンメンタールとは、スイスのエンメ川流域に広がる丘陵地帯を指す。

身振りを付けずに歌うため、ポケットに
手を入れている。

美しいエンメンタール
スイス民謡／三

み

谷
たに

�浩
ひろし

�日本語詞／橋
はし

本
もと

祥
しょう

路
じ

�編曲

曲調を感じ取って歌おう

発声法による音色の違い、声域や旋律の特徴などについて気付
いたことを発表しよう。また、歌の内容や歴史、歌われる場面
や場所などについても調べてみよう。

鑑賞の
ポイント

memo

memo

世界各地のさまざまな音楽を、「声による表現」と「楽器による表現」という観点で聴き比べよう。
声や楽器の音色、それぞれの表現などの特徴を感じ取るとともに、人々の美意識の多様性にも目を向けよう。

【　】

世
界
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
の
特
徴
を
知
り
、
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
じ
取
ろ
う

ピ
ア
ノ
伴
奏
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ま
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日
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伝
統
音
楽
と
そ
の
特
徴
を
理
解
し
、
魅
力
を
味
わ
お
う

日本の伝統音楽

　アジア各地から伝来した舞や音楽である「舞楽」は、平安時代に国風化が
進められ、様式が整えられた。「左

さ

舞
まい

」と「右
う

舞
まい

」に大別され、左舞では中国
などから伝来した「唐

とう

楽
がく

」を、右舞では朝鮮半島などから伝来した「高
こ

麗
ま

楽
がく

」
を演奏する。左舞の《陵王》は、動きのある「走

はしり

舞
まい

」の代表的な演目である。
馬上で指揮を執る武将の姿が、舞と音楽によって表現される。舞楽の楽器
奏者は「管

かん

方
かた

」と呼ばれ、吹
ふき

物
もの

（管楽器）と打
うち

物
もの

（打楽器）を演奏する。いくつ
かの曲から構成されるが、演目の中心となる曲を〈当

とう

曲
きょく

〉と呼ぶ。

中国の南北朝時代に活躍した蘭
らん
陵
りょう
王
おう
長
ちょう
恭
きょう
という実在の武将にまつ

わる故事を題材にしてつくられた。蘭陵王は部下が見とれるほどの美青年であっ
たため、戦場では恐ろしい仮面を着けて味方の士気を高めていた。蘭陵王たち
は次々と勝利を収め、それを祝って兵士たちが舞ったのが始まりとされている。

　《道成寺》は、シテ（主役）の役柄による分類のうち、物
もの

狂
ぐるい

、執
しゅう

心
しん

、
怨
おん

霊
りょう

、人情などを表現する「雑
ざつ

能
のう

」と呼ばれる種類の演目である。大
きな見せ場となるシテの舞う「乱

らん

拍
びょう

子
し

」は、シテと小
こ

鼓
つづみ

の一騎打ちと
称されることもあり、両者の呼吸で間

ま

を合わせて進められる。その後、
一変して急速なテンポによる「急ノ舞」、「鐘

かね

入
いり

」と続き、演技、舞、
謡
うたい

、囃
はや

子
し

などが一体となって物語が劇的に表現される。この演目は
後世のさまざまな芸能に影響を与え、歌舞伎《京

きょう

鹿
がの

子
こ

娘道成寺》など
が生み出された。

『今
こん
昔
じゃく
物語集』などにみられる紀州（現、和歌山県）道成寺に

まつわる説話※を題材に、その「後日談」をあらすじとして描いている。道
成寺で鐘の再興の法要が行われているときに、白

しら
拍
びょう
子
し
（前シテ）が現れ、

本来は女人禁制である法要の場へ入っていく。供
く
養
よう
の舞を舞っていた白

拍子は突如怒り狂い、鐘を引き落としその中へ消える。再び鐘が吊
つ
り上

げられると、白拍子は蛇
じゃ
体
たい
の姿をした鬼

き
女
じょ
（後

のち
シテ）に変わっている。僧

たちが祈り続けると、鬼女は自身の吐く炎に包まれ、日高川へと飛び込む。

左舞では赤系統の装
しょう

束
ぞく

を着用する。

鬼女：友
とも

枝
えだ

真
しん

也
や

鬼女に変わる前の役名「白拍子」とは、平安時代末期から鎌倉時代にか
けて流行した歌舞、及びそれを舞う女性のことを指す。 ※�娘に追われた山

やま

伏
ぶし

が道成寺に助けを求めて鐘の中に隠れたが、娘は執心のあまり
大蛇となって鐘に巻き付き、山伏を焼き殺してしまったという話。

雅
が

楽
がく

 舞ぶ

楽
がく

《陵
りょう

王
おう

》�作者不詳

能
のう

 《道
どう

成
じょう

寺
じ

》�作者不詳

⃝�吹物の音の重なり合いや打物の入り方などに注目し、それぞれ
の楽器の音色や合奏（唐楽）の響きを味わおう。
⃝���武将の勇壮さや気品などを舞の動きから感じ取ろう。

鑑賞の
ポイント

⃝演者と地
じ

謡
うたい

の謡や打楽器の演奏者の掛
かけ

声
ごえ

など、声による表現を味わおう。
⃝四

し

拍
びょう

子
し

（笛・小鼓・大
おお

鼓
つづみ

・太
たい

鼓
こ

）とも呼ばれる囃子の楽器による表現を味わおう。
⃝「乱拍子」の独特なリズムや間

ま

に注目し、白拍子の鐘に寄せる執心や不気味さ、緊張感などを感じ取ろう。

鑑賞の
ポイント

日本音楽の流れ 96ページ

能楽69ページ能舞台6ページ 謡に親しもう 86ページ

古くから近隣諸国と交流のあった日本は、外来文化を取り入れながら独自の音楽文化を築いてきた。
私たちは芸術的な音楽に限らず、自然の中にある虫や鳥の鳴き声、風や水の音などにも風

ふ

情
ぜい

を見いだす。
こうした感性によって生み出された音楽からは、声や楽器の音色一つに耳を傾けても
確かに日本人の美意識を感じ取ることができる。さまざまな日本の伝統音楽を聴き、
声や楽器による表現、リズムやテンポなどにみられる特徴について話し合おう。

演目の起源

あらすじ

84

ラチェット
ハンドルを回すことでガラガラと音
が鳴る。市場のティルの場面で使用
される。

　ティル・オイレンシュピーゲルとは、ドイツに古くから伝わる伝説の人物である。16世紀初
頭には、彼のエピソードをまとめた民衆向けの小説が出版され、いたずら好きで人をからかう
風変わりな人物像が描かれている。
　作曲家リヒャルト・シュトラウス(1864〜1949)は、この伝説を題材に、当初１幕のオペラ
を構想したが、純粋に管弦楽のみで表現したいと考えを改め、1895年に交響詩として完成さ
せた。曲は、ティルのいたずらの逸話を次々と描写しながら進行していく。

情景を描く音楽を味わおう情景を描く音楽を味わおう

ティルを表す2つのテーマ

エピソード① 市場のティル

出版当時の挿絵

エピローグエピソード⑤
裁判にかけられるティル再現部エピソード④

俗物学者※たちに交じったティル

エピソード③
騎士に扮したティル

エピソード②
司祭に扮

ふん

したティル
エピソード①
市場のティル

ティルを表す
2つのテーマ

プロローグ
昔話の始まり

ラ
チ
ェ
ッ
ト
の
演
奏

◉�テーマⅠ：ホルンによる旋律。 �の部分が繰り返される。

昔々あるところにたいそうないたずら者がいた（プロローグ）。その名は、ティル・オイレン
シュピーゲル（テーマI）。それはそれはひどいいたずらをする子どもだった（テーマⅡ）。

◉�テーマⅡ：小クラリネット（通常のクラリネットより高い音域をもつ）による旋律。

I
インマー

mmer：常に　　s
ゼーァ

ehr l
レープハフト

ebhaft：とても活気に満ちて
l
ルスティヒ

ustig：おもしろい、陽気な

◉�市場のティルの動機：小クラリネットによる動機。3連符の音型が急速に駆け上がる。

それ！ 馬で市場の女商人たちの真ん中へ（市場のティルの動機）。その後、ひと足で7
マイル進める魔法の長靴を履いて逃げ出し、ねずみの巣穴に隠れた。

◉�弦楽器も複雑に絡
から

み合う。

◉ティルを表す2つのテーマの特徴から、作曲者がティルをどのような人物として描こうとしたのか想像しよう。

交響詩《ティル・オイレンシュピーゲルの愉快ないたずら》
リヒャルト・シュトラウス�作曲

�作曲者の残した言葉（青字の部分）を参考に、描かれている登場人物や情景を思い浮
かべ、それらがどのような音楽の要素によって表現されているのか考えよう。

鑑賞の
ポイント

曲の構成

音楽を織りなすさまざまな要素132ページ 楽器名の略表記 153ページオーケストラを知ろう� 148ページ

※�俗物学者：�利益や評判しか考えない学者。
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西洋音楽、日本の伝統音楽、世界の諸民族の音楽の全てにおいて「鑑賞のポイント」を示し、生徒が声
や楽器の音色の特徴を感じ取ったり、音楽を形づくっている要素に着目したりすることができるようにしま
した。また、ジャズやロックをジャンルごとに掲載し、鑑賞と表現とを関連付けてより深く学習できるよう配
慮しました。

場面の状況や登場人物の心情などを把握しやすいこ
とから《カルメン》を取り上げました。また、歌唱教
材として厳選された２曲のアリアは、声楽家の宮本
益光氏による日本語詞によって心情を捉えやすく、
表情豊かに歌うことができます。

（教科書P.84・85）

（教科書P.104 〜 106）

実際に歌うことで表現の特徴を感じ取るための教材

全ての音楽に写真が掲載され、参考資料としても活用できます。

�それぞれの音楽の特徴を比較することができるよう、多種
目の伝統音楽を取り上げました。日本音楽の流れを概観
できる紙面構成になっているので、文化的・歴史的背景も
学ぶことができます。

�「声による表現」と「楽器による表現」という観点から、合わせて20
種類の音楽を取り上げました。人々の美意識の多様性に目を向け
ることができるようになっています。

総合芸術である舞楽と能の鑑賞のポイントに
ついては、音源のみで鑑賞する場合も

想定して示しています。

音楽を形づくっている要素の働きや表現方法の多様性を
感じ取ることができる教材を精選しました。

交響詩《ティル・オイレン
シュピーゲルの愉快な
いたずら》は、各場面と
作曲者の残した言葉とを

結び付けることで、
音楽の描く情景を

容易に思い浮かべる
ことができます。

（教科書P.136・137）

組曲《動物の謝肉祭》（教科書P.133）

交響曲第９番《合唱付き》から第４楽章（教科書P.134・135）

交響詩《ティル・オイレンシュピーゲルの愉快ないたずら》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教科書P.136・137）

ピアノによるさまざまな表現効果を聴き取ろう
		  （教科書P.138・139）

《カルメン》（教科書P.74・75）

●オペラ・アリア	〈ハバネラ〉（教科書P.76）

	 〈闘牛士の歌〉（教科書P.77）

貴
族
社
会
と
武
家
社
会
と
い
う
対
照
的
な
時
代

背
景
の
中
で
整
え
ら
れ
た
雅
楽
と
能
を
鑑
賞

鑑賞
西洋音楽

世界の諸民族の音楽 オペラ

ジャズのプレイヤーがどのように音楽をつくり上げ
ていくのか、ピアノ・トリオを例に、実際に《枯葉》を
演奏して体験できるよう紙面を工夫しました。

What is JAZZ?（教科書P.108・109）ジャズ

ジャズとともにポピュラー音楽の中心として発展を
遂げてきたロック。1980年代を頂点とした歴史の
流れについて、各ジャンルや代表的なアーティスト、
曲やアルバムなどを紹介しながらまとめています。

Rock History（教科書P.110・111）ロック

日本の伝統音楽



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6

7 8

9 10 11 12 13 14 15 16

音
高
や
音
程
、
リ
ズ
ム
な
ど
に
気
を
付
け
て
、
楽
譜
を
読
ん
だ
り
音
を
聴
き
取
っ
た
り
す
る
力
を
身
に
付
け
よ
う

１から順に音高を付けずに階名で読もう。また、ピアノやキーボードで実際に弾いて音を確か
めよう。

上から下へ１音ずつ 下から上へ１音ずつ

①

②

③

音高を付けずに、メロディーのリズムを階名で読もう。その際、手で腿
もも

の辺りを
軽く打ちながら拍を取ろう。

④

音高や音程、リズムなどに気を付けて階名で歌おう。

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑤
〜
⑨

s o l f è g e

音符を読む練習

リズムを正確に読む練習

メロディーを階名で歌う練習

32

コ
ー
ド
表

ギター／キーボード・コード表

ベース音コード

C CI/DY D DI/EY E F

□
メイジャー

□7
セブンス

□M7
メイジャー・セブンス

□m
マイナー

□m7
マイナー・セブンス

□s4
サス・フォース

□/○
オン・コード

Cコード

ベース音G

覚
え
て
お
き
た
い
コ
ー
ド

□n7
ディミニッシュ・
セブンス

ダイヤグラム
●…押さえる位置　×…弾かない弦　 ▼…ルート　 ┃セーハ…人さし指で２本以上の弦を同時に押さえる
１…人さし指　２…中指　３…薬指　４…小指　ダイヤグラムの下の数字…フレット番号

156
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資料 音楽を学習するうえで必要となる基礎的・基本的な知識の習得や、教科書の学習活動をサポートするコー
ナーを設けることで、生徒の表現と鑑賞の能力を育て、興味をもって主体的に学習できるようにしました。
多くの生徒にとって「音楽を学ぶ」機会が音楽 Ⅰ で終わってしまう実情を踏まえ、卒業後も手元に残して
おきたいと思える教科書になるような資料を豊富に取りそろえました。

「ソルフェージュ」「楽典」などを取り上げ、音楽の基礎的・
基本的な能力の定着を図れるようにしました。

「日本音楽の流れ」「西洋音楽の流れ」を簡潔にまとめて示し、
鑑賞の際に歴史的背景も知ることができるようにしました。
また、「郷土の民謡と芸能」「歌謡曲からJ-POPへの100年」
においても、その歴史や背景を知って親しむことができるよ
う配慮しました。

（教科書P.32・33）

表現と鑑賞とを関連付けたページを含め、これまでに紹
介した資料の他にも、教科書の学習活動をサポートする
だけでなく卒業後も活用できる資料を豊富に取りそろえま
した。

「楽譜を読めるようになった」と
実感できるよう、豊富な課題を提示

コードの押さえ方を動画で確認

生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むことができるよう、
さまざまな音楽に接する際の切り口を多様な観点から示しま
した。

Horn! 響きは時空を超えて（教科書P.4・5）

小説や漫画で描写される音楽（教科書P.17）

舞台芸術（教科書P.68・69）

日本音楽の流れ（教科書P.96 〜 98）

西洋音楽の流れ（教科書P.144 〜 147）

郷土の民謡と芸能（教科書P.102・103）

歌謡曲からJ-POPへの100年（教科書P.116・117）

音楽をつくる人、使う人、伝える人、楽しむ人
　　　　　　　　　　　　　　　　（教科書P.27）

オーケストラを知ろう（教科書P.148・149）

コード・ネーム（教科書P.154・155）

ギター／キーボード・コード表（教科書P.156・157）

作曲家の年表と主な作品（教科書P.158・159）

（教科書P.156・157）

基礎・基本の力 歴史

音楽の楽しみ

その他の資料
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	 令和８年度 MOUSA１ 掲載曲� は新規掲載もしくは企画が変更されたもの
曲　名 作　曲

歌
唱
・
器
楽

O Waly Waly（The Water Is Wide） イングランド民謡
Ave Maria 作曲者不詳
群青 Ayase
翼をください 村井邦彦
歩いて帰ろう 斉藤和義
若者のすべて 志村正彦
Plymouth Rock M. ホーリフ
Clap, Tap with CUPS!
残酷な天使のテーゼ 佐藤英敏
’O sole mio（我が太陽） E. ディ・カープア
Caro mio ben（いとしの わがきみ） G. ジョルダーニ
ソルフェージュ
花 滝 廉太郎
この道 山田耕筰
むこうむこう 中田喜直
小さな空 武満 徹
夏の思い出 中田喜直
Michael, Row The Boat Ashore 
( こげよ マイケル )

アフリカン・アメリカン・スピ
リチュアル

真珠貝の歌 ハワイ民謡
日曜日よりの使者 甲本ヒロト
第三の男のテーマ（映画『第三の男』から） A. カラス
ミッション : インポッシブルのテーマ（テレビ・ド
ラマ『スパイ大作戦』から） L. シフリン

The First Noel（牧人ひつじを） イギリスのキャロル
Heidenröslein（野ばら） F. シューベルト
Sah ein Knab ein Röslein stehn（野ばら） F. レハール
歓喜の歌 L.v. ベートーヴェン
Wiegenlied（子守歌） J. ブラームス
天国と地獄（オペレッタ《地獄のオルフェ》序曲から） J. オッフェンバック
C-a-f-f-e-e C.G. ヘリング
グリーンスリーヴス イングランド民謡
Castle On A Cloud C-M. シェーンベルク
いのちの歌 村松崇継
Do-Re-Mi R. ロジャーズ
美女と野獣（映画『美女と野獣』から） A. メンケン
ハバネラ（オペラ《カルメン》から） G. ビゼー
闘牛士の歌（オペラ《カルメン》から） G. ビゼー
Les Champs-Élysées（オー・シャンゼリゼ ) M. ウィルシュ、M. ディガン
能《高砂》から 世阿弥
能《羽衣》から 作者不詳
たこ たこ あがれ わらべうた
かごめ かごめ わらべうた
子守歌 日本古謡
お囃子 (《あんたがたどこさ》の旋律による ) わらべうた
海の声 島袋 優
てぃんさぐぬ花 沖縄県民謡
春よ来い 弘田龍太郎

〈かわさき〉（郡上踊から） 岐阜県民謡
《さくら》変奏曲 日本古謡
〈一段〉（《三段の調》から） 久本玄智
夕焼小焼 草川 信
朧月夜 岡野貞一
紅葉 岡野貞一
故郷 岡野貞一
京畿道アリラン 朝鮮半島民謡
美しいエンメンタール スイス民謡
Twist And Shout B. ラッセル、P. メドレー
真赤な太陽 原 信夫
クリスマス・イブ 山下達郎
荒野の果てに フランスのキャロル

曲　名 作　曲
言わない 佐井孝彰
早春 信長貴富
懐かしきケンタッキーの我が家
(My Old Kentucky Home, Good Night) S.C. フォスター

いつか、海へ 三宅悠太

鑑

賞

オペラ《カルメン》 G. ビゼー
日
本
の
伝
統
音
楽

雅楽 舞楽《陵王》 作者不詳
能《道成寺》 作者不詳
箏曲《みだれ（乱輪舌）》 （伝）八橋検校
尺八曲 琴古流古典本曲《鹿の遠音》 作曲者不詳

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽

アリラン（朝鮮半島）
オルティンドー（モンゴル）
女声合唱（ブルガリア）
アーヴァーズ（イラン）
ヨーデル（スイス）
ゴスペル（アメリカ）
アルフー（中国）
サウン・ガウ（ミャンマー）
シタール（インド）
ツィター（オーストリア）
バラライカ（ロシア）
ウード（イラクなど）
ズルナ（トルコ）
バグパイプ（イギリスなど）
ケーン（ラオスなど）
ケーナ（ペルーなど）
ガムラン（インドネシア）
トーキング・ドラム（西アフリカ一帯）
バラフォン（西アフリカ一帯）
スティールパン（トリニダード・トバゴ）

《枯葉》 J. コズマ
組曲《動物の謝肉祭》 C. サン = サーンス
交響曲第９番 ニ短調 op.125《合唱付き》から第 4 楽章 L.v. ベートーヴェン
交響詩《ティル・オイレンシュピーゲルの愉快ないたずら》 R. シュトラウス

《平均律クラヴィーア曲集》第１巻から第１番 ハ長調 
BWV846〈プレリュードとフーガ〉 J.S. バッハ

ピアノ・ソナタ第 8 番 イ短調 K.310 W.A. モーツァルト
ピアノ・ソナタ第 23 番 ヘ短調 op.57《熱情》 L.v. ベートーヴェン

《練習曲集》op.10 から第 5 番 変ト長調〈黒鍵〉 F. ショパン
《パガニーニ大練習曲》から第３曲〈ラ・カンパネッラ〉 F. リスト
《幻想的小品集》op.3 から第 2 曲〈前奏曲〉 S. ラフマニノフ
プリペアド・ピアノのための《ソナタとインターリュード》 J. ケージ
映画『ハリー・ポッターと賢者の石』 J. ウィリアムズ
交響曲第 25 番 ト短調 K.183 から第１楽章 W.A. モーツァルト
ヴァイオリン協奏曲第５番 イ長調 K.219《トルコ
風》から第３楽章 W.A. モーツァルト

セレナード 変ロ長調 K.361《グラン・パルティータ》
から第３楽章 W.A. モーツァルト

オペラ《フィガロの結婚》 K.492 第 2 幕から三重唱
〈スザンナ、出て来なさい〉 W.A. モーツァルト

●令和４年度版から削除した曲
歌唱・器楽 Lemon ／負けないで／星に願いを／ Heidenröslein（ヴェルナー）

／ Ich liebe dich（君を愛す）／ザナルカンドにて（『ファイナルファンタジーⅩ』から）
／見上げてごらん夜の星を／Memory／虫のこえ／さくら／安波節／花笠音頭／〈寄
せの合方〉（長唄《勧進帳》から）／〈初段〉（箏曲《六段の調》から）／タイムマ
シンにおねがい／サザエさん／東京ブギウギ ／冬景色／ぼくは　ぼく／おんがく
鑑賞 先住民たちの合唱（台湾）／イヌイットの喉歌（カナダ）／チャランゴ（ボ

リビア）／ナイ（ルーマニア）／バレエ音楽《火の鳥》組曲（1919 年版）／バラー
ド第１番 ト短調 op.23（F. ショパン）／《前奏曲集》第１巻から第 10 曲〈沈める
寺〉／ピアノ・ソナタ第７番 変ロ長調 op.83（S. プロコフィエフ）／トッカータと
フーガ ニ短調 BWV565 ／《ブランデンブルク協奏曲》第 2 番 へ長調 BWV1047 
から第 1 楽章／カンタータ第 147 番《心と口と行いと生きざまもて》BWV147 か
ら コラール〈主よ、人の望みの喜びよ〉／《マタイ受難曲》BWV244 から第 1 部
第 1 曲 導入の合唱〈来たれ、娘たちよ、われとともに嘆け〉
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指 導 書 に つ い て

【 指導書の構成】
研究資料編・楽譜資料編・指導用CD・鑑賞用CD（セット販売）……定価未定

研 究 資 料 編
年間指導計画例とそれに対応した題材ごとの評価規準例、学習指導案例などを複数掲載しています。
授業を多角的にサポートする資料を掲載しています。
ソルフェージュの補充教材を掲載しています。
音楽史や楽典などに関するEXERCISEを掲載しています。

楽 譜 資 料 編
歌唱教材の伴奏譜の他、移調譜や別の編曲なども随時取り上げ、指導の便宜を図っています。

指 導 用 C D
歌唱と器楽の教材の模範演奏、カラピアノ、合唱曲のパート別演奏（一部）などを収録しています。
また、イタリア歌曲とドイツ歌曲、フランス語の歌は原語歌詞の朗読も収録しています。

鑑 賞 用 C D
厳選した鑑賞教材（一部）を収録しています。

指導のポイント

84

楽曲について
　愛する女性に対して自分のことを思ってくれるよう願う歌である。1785年頃に作られたジョルダーニの代表作で，
イタリア古典歌曲の中で最も親しまれているものの一つ。近年，作曲者については，イタリアを離れ，イギリスで活躍
したトンマーゾ・ジョルダーニであるという説が有力である。
■ジュゼッペ・ジョルダーニ Giuseppe Giordani　1751 〜 1798：ナポリ楽派の一人。ナポリに生まれ，同地の音楽
学校を卒業し，オペラ作曲家として活躍した。1791年から晩年まで，フェルモの大聖堂の楽長を務めた。
■宮本益光　1972 〜　：愛媛県生まれ。東京藝術大学音楽学部声楽科卒業，同大学大学院修士課程及び博士後期課程修了。
1994年，バリトンのソリストとしてコンサートデビュー。96年にはオペラデビューを果たし，以来数多くの舞台に出
演する他，指揮，字幕制作も行うなど多方面で活躍。オペラの日本語訳詞上演についての研究や，音楽指導にも力を注
いでいる。

•�メロディーの美しさを味わ
いながら，ロングトーンや
強弱記号，発想記号に留意
してレガートで歌う。
• �14小節目からは，伴奏を
よく聴いてテンポの動きを
感じながら歌う。

•�原語歌詞の朗読やリズム読
みの練習をして，滑らかに
発音できるようにする。
•�教科書に示しているカタカ
ナ読みはあくまでもガイド
なので，指導用CD①-11〜
13の歌唱や朗読を参考に
して発音するとよい。
•�　　の部分の原語歌詞は，
子音の前に，母音を軽く言
い直すつもりで歌う。

〔例〕

曲
想
と
歌
詞
と
の
関
わ
り
を
理
解
し
、
曲
に
ふ
さ
わ
し
い
発
声
や
発
音
で
歌
お
う

ジョルダーニ（1751～1798）はナポリ出身の作曲家として活躍した。彼の作品はイタリア各地で上演されたが、今日よく歌われるのはこの
曲のみである。近年、トンマーゾ・ジョルダーニ（c.1730～1806）の作曲であるという説が有力である。

C
カーロ

aro m
ミオ

io b
ベン

en（いとしの わがきみ）
作詞者不明／宮

みや

本
もと

益
ます

光
みつ

 日本語詞／ジュゼッペ・ジョルダーニ 作曲

原
語
歌
詞
／
ピ
ア
ノ
伴
奏 memo

イタリア語の歌を歌おう29ページ

30

は鼻濁音

テンポが遅くならないように
pでも弱々しくなら
ないようにする

響きが落ちやすいので注意
同じ音型で下行するが響きが
落ちないように

間奏のメロディー
に続くように

音程に注意

音の長さを十分に保って
たっぷりと

(5)

(6)

(11)

指導のポイント

85

指導のポイント
•�子音を前に出して発音し，
音と母音のタイミングを合
わせるようにする。

〔例〕

• �21小節目のポルタメント
を工夫する。

•�全体に柔らかい音色を心が
け，左手のフレーズ感も大
切にして弾く。
•�テンポがもたつかないよう，
歌い手を引き立てつつピア
ノがリードするつもりで弾
くとよい。
•�歌い手と同じタイミングで
ブレスをし，タイミングや
音量のバランスにも気を付
ける。特にポルタメントの
部分はタイミングをうまく
合わせられるよう注意する。
移調譜：楽譜資料編P.52

■トンマーゾ・ジョルダーニ Tommaso Giordani　c.1730 〜 1806：イギリスで活躍したイタリア出身の作曲家で，
J.C.バッハの影響を受けたギャラント様式の作品を多く作曲し，当時のアマチュアの音楽家からたいへんな人気を博した。

(15)

原調：変ホ長調

C
いとしい
aro     m

私の
io     b

恋人
en,  /  c

私を信じろ
redimi     a

せめて
lmen,

s
～なしには
enza  di   t

あなた
e  /  l

弱り果てる
anguisce     i

〔定冠詞〕
l     c

心
or.

I
〔定冠詞〕
l     t

あなたの
uo     f

忠実な人
edel  /  s

ため息をつく
ospira     o

いつも
gnor.

C
やめてくれ
essa,     c

むごい
rudel,  /  t

多くの
anto     r

過酷さ
igor !

いとしい私の恋人よ、私を信じておくれ、

あなたがいなくては、私の心は弱り果てる。

あなたに真心を捧
ささ

げる私はいつもため息をつく。

やめてくれむごい人よ、過酷な仕打ちを！

※下線部は２語で１つの意味となる。

《Caro mio ben》 原語歌詞の意味

31

伴奏のポイント

音高を正確にしっかりブレスをして
大切に歌うイメージで

音程に注意

音の長さを十分に保って

装飾音を大切に

音高を正確に

後奏につながるように
豊かな響きで

伴奏をよく聴いて

※紙面はサンプルです。文章やデザインなどは変更になる場合があります。

278 279

EXERCISE［楽典基礎編］

1 次の各音の音名をドイツ語と日本語で書きなさい（１点，２点などの区別は書かなくてよい）。

2 次の①〜③の楽譜の拍子記号に合うように，縦線を書き入れなさい。

3 次の①〜③の楽譜の拍子記号に合うように，指示に従って音符や休符を１つずつ書き入れなさい。

5  次の各和音のコード・ネームを［C，C7，CM7，Cm，Cm7，Cn7，Cs4，該当なし］から選び，（　）
に書きなさい。

6 示されている音をルート（根音）にして，コード・ネームの構成音を書きなさい。

7 次の楽譜の演奏順序をA-B-C…で（　）に書きなさい。

8 次の記号や用語の完全なつづりと，読み方，意味を書きなさい。

9 次の各楽器について，楽器の分類（金管楽器は金，木管楽器は木，弦楽器は弦，打楽器は打）を書きなさい。

ドイツ語
日 本 語

年 組 番

氏名

音符 音符 音符 休符

音符 音符 音符 音符

音符 休符 音符 音符

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

①

②

③

①

②

③

4 例を参考に，示された音程になるよう上下に音を書きなさい。

（ 　 　 　 ）

Ds4

（ 　 　 　 ）

Em

（ 　 　 　 ）

Fv

（ 　 　 　 ）

Gn7

（ 　 　 　 ）

A7

（ 　 　 　 ）

BY

（ 　 　 　 ）

Bm7

（ 　 　 　 ）

CM7

記号，用語 つづり 読み方 意味
ca.

cresc.

dim.

div.

D.S.

espr.

rit.

sosten.

アルフー サウン・ガウ ヴァイオリン バラフォン
オーボエ スティールパン ツィター フルート
シンバル バスーン ナイ シタール
トランペット ホルン ケーナ チェロ
三
さん

線
しん

篠
しの

笛
ぶえ スルド チャランゴ

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

例：長３度 増１度 長２度 短３度 長３度 増３度 完全４度

減５度 増５度 長６度 減７度 長７度 減８度

◆指導のポイントと楽曲解説をまとめた紙面の例
◆楽典に関するEXERCISEの例

「各教材のワークシート（word・PDF）」「カトカトーンのサンプルファイル（ktk）他、
学習を支援するコンテンツをホームページから自由にご利用いただけます（現在準備中）。

最新情報：教芸Webサイト　https://www.kyogei.co.jp/

教師用WEBコンテンツについて予告
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観点 教科書の特色

範
囲

⃝�取り扱う内容の範囲は、学習指導
要領の目標及び内容によっているか。

⃝�多様なジャンルから精選された教材によって必要な内容が十分に扱われており、音楽科の
目標を達成するという観点から極めて適切なものとなっている。

程
度

⃝�教材は生徒の心身の発達段階や能
力の実態に適応しているか。

⃝�歌唱教材においては、生徒の心情的な発達段階に応じた楽曲が取り上げられている。器楽
教材においては、各学校の実態や生徒の習熟度に応じた楽曲が取り上げられている。また、
鑑賞教材についても同様の扱いがなされている。

内
容

⃝教材の選択及び扱いは、学習指導
　を進めるうえで適切であるか。
⃝〔共通事項〕は、学習指導を進める
　うえで適切に扱われているか。

⃝�三つの柱を踏まえて、基礎的・基本
的な学力の定着について適切な配
慮がなされているか。

⃝�説明文やイラスト、写真などは、
学習指導を進めるうえで適切であ
るか。
⃝�「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けて、配慮や取り組みはな
されているか。
⃝�我が国や郷土の伝統音楽及び音楽

文化に対する配慮がなされている
か。

⃝��幅広く変化に富んだ学習活動を行うことのできる教材が用意されており、生徒が興味・関
心をもって意欲的に学習を進めることができるよう配慮されている。
⃝�表現及び鑑賞に共通する指導内容として〔共通事項〕に示された「音楽を形づくっている要素」

に関する学習が示されており、その考え方の具体的なヒントとなる「音楽を織りなすさま
ざまな要素」が掲載されている。
⃝�教材の内容は、三つの柱（「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間

性等」）と相互に関連付けられており、基礎的・基本的な内容を学習することのできる教材や説明
が適切に配列されている。
⃝�「思考力、判断力、表現力等」の育成を図ることができるよう、思考した内容の記述例や会話を

参考に曲を分析する教材などが掲載されている。
⃝�説明文は平易な文章で書かれており、その配置も工夫されている。
⃝�イラストや写真の取り上げ方もアイディアにあふれ、音楽的感性を育成しながら知的理解

を深められるよう配慮されている。
⃝�生徒が自ら主体的に学習活動を進められるように、各教材に学習内容や活動のポイントが

明確に示されている。
⃝�創作の活動においては、生徒の能力に応じて弾力的に進められるよう配慮されている。
⃝�鑑賞の活動においては、我が国や郷土の文化の中で育まれてきた音楽の特徴を感じ取るこ

とができるよう配慮されている。器楽の活動においては、各学校の実態に応じて取り組め
るよう4種類の和楽器が取り上げられている。歌唱の活動においては、能の謡の一部を体
験することのできる教材が掲載されている。また、音楽的側面からだけでなく、文化的側
面からも捉えられるよう配慮されている。

構
成

⃝�小学校、中学校における学習内容
との系統性、一貫性に配慮されて
いるか。
⃝�各学校や生徒の実態に応じた学習

指導計画を立てるための配慮がな
されているか。

⃝教材の配列は適切であるか。

⃝�教材の分量は適切であるか。

⃝�小学校、中学校の義務教育における音楽科の目標の上に立った内容の教科書となっている。
⃝�歌い継いでいきたい日本の歌を小学校、中学校から一貫して取り上げており、日本の歌に

対する配慮がなされている。
⃝�各教材に示された学習内容や活動のポイント、歌唱・器楽、資料の「ジャンル別MAP」など

により、各学校や生徒の実態に応じた学習指導計画を立てられるよう配慮されている。
⃝�表現教材と鑑賞教材との関連が図られており、複数の領域や分野を通じた題材設定がしや

すいよう配慮されている。
⃝学習指導要領の内容に即した教材が適切に配列されている。
⃝�表現教材と鑑賞教材との関連が図られているとともに、ページ間に張られたリンクによって、

理解を深めたり関連付けたりすることができるよう随所に工夫がなされている。
⃝�豊富な分量の教材が扱われており、各学校や生徒の実態に応じて柔軟に対応できるよう配

慮されている。

人
権

⃝�国際理解、情報、環境、人権教育
などに配慮されているか。

⃝�全体を通して、人権教育に対する適切な配慮がなされている。また、諸外国の文化に対す
る理解を深めることについても配慮されている。
⃝�音楽に関する知的財産権について「音楽をつくる人、使う人、伝える人、楽しむ人」が掲載

されており、生徒に分かりやすく説明されている。

体
裁

⃝�全体の体裁は教科書として適切で
あるか。

⃝印刷、製本などは適切であるか。

⃝�ユニバーサルデザインへの配慮が
なされているか。

⃝�A4判で楽譜が見やすく、紙面のレイアウトも統一感があり、教科書として適切なものと
なっている。

⃝�表紙や扉からも音楽に対するメッセージが感じられる体裁となっている。
⃝�全ページにわたって美しいカラー刷りとなっており、楽譜、文字、イラスト、写真などが

鮮明に印刷されている。
⃝製本は長期の使用に十分耐える堅牢なものとなっている。
⃝�再生紙を使用し、リサイクル可能な表紙加工を施すなど、環境に対して十分配慮されている。
⃝�全体に区別しやすい配色を用いながら、学習上の必要に応じて形状や濃度を違えるなど、

確実に識別できるよう配慮されている。
⃝�ユニバーサルデザインフォントが使用されており、誰もが読みやすい文章や楽譜となるよ

う配慮されている。

総
合
所
見

学習指導要領の内容に即した教材が適切に配列されている。確実に学習を進められるよう、各教材には学習内容や活動のポイント
が示され、生徒の主体的な学習活動を促すとともに、指導者が歌唱・器楽、資料の「ジャンル別MAP」を使って、各学校や生徒の実
態に応じた学習指導計画を立てられるよう配慮されている。また、各楽器の奏法や外国の歌曲の原語歌詞の発音などを視聴するこ
とができる二次元コードコンテンツを利用して、自宅でも予習や復習を効果的に行うことができる。

検 討 の 観 点 別 に 見 た 特 色
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027-901

別売 鑑賞参考教材ソフトについて
　教科書に掲載されている「世界の諸民族の音楽」の授業展開を強力にサポートする鑑賞参考教材ソフトが、Blu-rayで登場！
迫力ある演奏のみならず、各国の風景や美しい民族衣装などの文化にも触れることができます。DVDをはるかに超える高解像
度と、最新技術のマスタリングによる臨場感あふれるサウンドで楽しめます。

民族編
⃝DVD1枚／収録時間148分
⃝�価格19,800円
　（本体18,000円+税10%）
⃝38カ国、全59曲を収録
⃝�民族音楽研究家、江波戸昭先生の
　解説付き

日本の伝統芸能 編
⃝DVD1枚／収録時間126分
⃝価格19,800円
　（本体18,000円+税10%）
⃝�雅楽、琵琶楽、能楽、文楽、歌舞伎

の成り立ちと魅力を紹介
⃝鑑賞演目は副音声解説付き

世界の民族音楽
⃝Blu-ray1枚／収録時間202分　⃝価格19,800円（本体18,000円+税10%）
⃝全ての映像について、各分野の研究者によるライナーノーツ付き

●本　　社 〒171-0051　東京都豊島区長崎1-12-14 TEL.03-3957-1175（代）

●中部支社 〒460-0024　名古屋市中区正木4-8-7 れんが橋ビル8F TEL.052-678-3151（代）

●関西支社 〒540-0003　大阪市中央区森ノ宮中央1-14-17-601 TEL.06-6943-7245（代）

●西部支社 〒751-0808　下関市一の宮本町2-7-14 TEL.083-256-4747（代）

ホームページ　https://www.kyogei.co.jp/

※環境に配慮した紙を使用しています。

デザイン：松倉 浩・鈴木友佳

　この他、音楽鑑賞DVDでは「日本の伝統芸能 編」と「民族編」を販売しています。どちらも鑑賞や音楽史の授業に最適です。


